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１ 

二
○
○
五
年
八
月
六
日
よ
り
二
十
一
一
日
に
か
け
、
科
学
研
究
費
補
助
金
・
特
定
領
域
研
究
（
２
）
「
カ
ネ
ボ
ウ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
能
装

束
・
能
楽
面
の
調
査
に
よ
る
技
術
の
複
合
的
保
存
・
伝
承
の
研
究
」
（
研
究
代
表
者
・
長
崎
巌
、
研
究
分
担
者
・
西
野
春
雄
）
に
よ
り
、
ア
メ

リ
カ
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
お
い
て
能
装
束
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
未
整
理
の
冊
子
資
料
の
調
査
を
行
っ
た
。

能
装
束
は
同
館
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
オ
セ
ア
ニ
ア
部
と
染
織
・
服
飾
部
の
共
同
所
管
、
未
整
理
の
冊
子
資
料
は
同
館
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ

カ
・
オ
セ
ア
ニ
ア
部
の
所
管
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
今
回
の
約
二
週
間
に
わ
た
る
滞
在
で
は
、
実
質
十
日
間
の
間
に
、
後
者
に
関
し
て
は

約
三
○
○
件
の
染
織
関
連
冊
子
類
の
う
ち
、
そ
の
八
約
割
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
な
お
約
二
割
は
未
調
査
の
ま
ま
残
っ
た
。
し

か
し
そ
の
過
程
で
能
面
や
能
装
束
、
ま
た
能
の
研
究
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
資
料
で
あ
る
「
献
英
櫻
書
叢
」
の
一
冊
を
発
見
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
極
め
て
幸
運
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
献
英
櫻
輩
叢
」
は
、
そ
の
名
が
示
す
ご
と
く
、
叢
書
の
よ
う
に
複
数
冊
か
ら
な
る
模
写
図
の
貼
り
込
み
帳
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
東
京

は
じ
め
に

新
発
見
資
料
・
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵

『
献
英
槙
書
叢
』
に
関
す
る
調
査
報
告

長

崎

巖
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２ 

ｊ
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
一
三
冊
（
図
１
・
東
京
国
立
博
物
館
本

叢避
と
呼
ぶ
）
と
フ
ラ
ン
ス
・
マ
ル
セ
イ
ユ
在
住
の
ピ
エ
ー
ル
・
ク
レ
ッ
ト

機
｛
誰
と

鱸
マ
ン
氏
所
蔵
の
四
冊
（
図
２
・
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
本
と
呼
ぶ
）
の
存
在
の
み
が

》
１
．

本
知
ら
れ
て
い
た
。
｝
」
れ
ら
に
つ
い
て
は
一
九
九
八
年
、
筆
者
が
「
東
京

”
国
立
博
物
館
保
管
「
献
英
襖
蚕
叢
」
に
つ
い
て
」
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

轍動
第
五
五
七
号
（
束
一
鼎
国
立
博
物
館
発
行
・
’
九
九
八
年
十
二
月
）
に
お
い
て

国京
紹
介
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
「
献
英
棋
譜
叢
」
が
、
そ
の
時
点
で
は
所

來
紙表
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
さ
ら
に
何
冊
か
を
含
む
大
部
の
叢
謝
で
あ
ろ
う

ｌ
 

図
｝
」
と
を
推
測
し
て
い
る
。
今
回
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
で
発
見
さ
れ
た
「
献

英
襖
謹
ま
」
（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
と
呼
ぶ
）
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
も

鋼
の
の
一
冊
で
あ
る
。
内
容
の
詳
細
は
後
に
述
べ
る
が
、
貼
り
込
ま
れ
た

迩槙
模
写
図
に
押
さ
れ
た
印
章
や
作
品
の
表
示
形
式
、
記
述
の
類
似
性
な
ど

英臓
か
ら
、
表
紙
・
裏
表
紙
な
ど
を
欠
失
し
て
い
る
も
の
の
、
東
京
国
立
博

卒
物
館
本
・
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
本
と
一
連
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

マト

１
．
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
発
見
の
経
緯

ツ
》

レク
燕
〈
Ｔ
回
新
発
見
の
「
献
英
棋
書
叢
」
（
図
３
）
は
、
他
の
未
整
理
冊
子
資

２
 

図
科
（
図
４
）
と
と
も
に
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
旧
東
洋
部
（
近
年
、
ア
フ
リ
カ
．
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# 

図４ボストン美術館蔵「延宝板古代模

様集」表紙

２１３ボストン美術館本「献英極遜

澁」17折袈

モ
ー
ス
は
明
治
十
年
二
八
七
七
）
に
来
日
し
、
東
京
帝
国
大
学
で
生

物
学
を
教
え
た
が
、
そ
の
後
数
度
に
わ
た
る
日
本
滞
在
中
に
膨
大
な
数

オ
セ
ア
ニ
ア
部
と
統
合
さ
れ
、
現
在
は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
オ
セ
ア
ニ
ア

部
と
称
さ
れ
て
い
る
）
の
建
物
三
階
部
分
か
ら
木
箱
に
収
納
さ
れ
た
ま
ま

の
状
態
で
搬
出
さ
れ
た
も
の
で
、
調
査
に
あ
た
っ
た
時
期
に
は
、
木
箱

か
ら
ア
シ
ッ
ド
フ
リ
ー
の
ダ
ン
ポ
ー
ル
製
の
薄
型
保
存
箱
、
約
五
十
箱

に
移
し
替
え
ら
れ
、
館
内
の
仮
収
蔵
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。

近
年
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
で
は
、
新
た
な
展
示
面
積
の
確
保
と
老
朽
化

し
た
建
物
の
改
修
の
た
め
に
大
幅
な
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て
お

り
、
旧
東
洋
部
も
昨
年
よ
り
そ
の
準
備
に
取
り
掛
か
っ
て
い
た
。
こ
れ

ら
の
冊
子
資
料
が
収
め
ら
れ
た
木
箱
は
、
モ
ー
ス
・
ア
テ
ィ
ッ
ク
と
呼

ば
れ
る
旧
東
洋
部
の
三
階
屋
根
裏
部
分
の
片
隅
に
長
ら
く
置
か
れ
た
ま

ま
に
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
モ
ー
ス
・
ア
テ
ィ
ッ
ク
は
、
大
森
貝

塚
の
発
見
で
有
名
な
生
物
学
者
エ
ド
ワ
ー
ド
．
Ｓ
・
モ
ー
ス
が
ボ
ス
ト

ン
美
術
館
に
売
却
し
た
約
四
、
六
○
○
点
の
陶
磁
器
資
料
が
収
め
ら
れ

て
い
た
部
屋
で
あ
る
こ
と
か
ら
こ
う
呼
ば
れ
る
が
、
長
い
間
一
般
観
覧

者
に
は
公
開
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
存
在
を
知
る
人
は
少
な

しn
o 
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４ 

棚
」
と
呼
ん
で
い
る
）
約
四
○
本
の
中
に
収
納
さ
れ
て
い
る
。
各
棚
に
お
け
る
個
々
の
資
料
の
配

列
は
、
も
と
も
と
モ
ー
ス
が
自
ら
の
見
識
に
基
づ
い
て
決
め
た
も
の
で
あ
り
、
美
術
館
で
は
そ
の
こ
と
を
尊
重
し
て
、
長
く
陶
磁
器
と
棚

を
一
体
の
も
の
と
し
て
扱
っ
て
き
た
。

’
八
七
六
年
に
開
館
し
た
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
が
、
設
立
当
初
の
バ
ッ
ク
ベ
イ
の
地
か
ら
、
一
九
○
九
年
、
ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン
通
り
に
面

す
る
現
在
の
地
に
移
っ
た
と
き
、
陶
磁
器
と
棚
も
そ
の
ま
ま
運
ば
れ
て
き
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
前
述
の
木
箱
も
ま
た
、
他
の

美
術
品
や
モ
ー
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
陶
磁
器
同
様
、
バ
ッ
ク
ベ
イ
の
旧
館
か
ら
新
館
へ
と
運
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
木
箱

に
入
っ
て
い
た
冊
子
資
料
類
は
い
ず
れ
も
明
治
時
代
中
期
以
前
の
も
の
ば
か
り
だ
か
ら
で
あ
る
。

筆
者
は
一
九
八
五
年
、
文
部
省
在
外
研
究
員
と
し
て
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
の
染
織
品
調
査
の
た
め
に
ボ
ス
ト
ン
滞
在
中
、
当
館
の
学

の
日
本
の
陶
磁
器
や
看
板
、
生
活
用
品
と
い
っ
た
民
俗
資
料
類
を
収
集
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ

て
い
る
。
民
俗
資
料
類
の
多
く
は
帰
国
後
、
出
身
地
で
あ
る
ボ
ス
ト
ン
北
郊
の
セ
ー
ラ
ム
に
あ

ｊ
 

棚の
る
ピ
ー
ポ
デ
ィ
ー
博
物
館
（
現
ピ
ー
ポ
デ
ィ
ー
・
エ
セ
ッ
ク
ス
博
物
館
）
の
収
蔵
品
と
な
っ
た
が
、

ス一
陶
磁
器
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
一
八
九
一
二
年
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
た
。
優
秀

モ螂
な
学
者
で
あ
っ
た
モ
ー
ス
は
、
収
集
し
た
資
料
に
つ
い
て
は
、
収
集
地
そ
の
他
の
情
報
を
丁
寧

蔀
に
記
録
し
て
い
た
の
で
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
蔵
品
と
な
っ
た
日
本
の
陶
磁
器
も
そ
う
し
た
情

悼
報
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
モ
ー
ス
は
当
時
の
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
は
卓
越
し
た
日

鉋
本
陶
磁
研
究
者
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
一
時
期
東
洋
部
の
臨
時
学
芸
員
と
し
て
、
自
ら
が
売
却
し

５
た
日
本
陶
磁
器
の
目
録
作
り
に
携
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
陶
磁
器
は
現
在
、
展
示

図

ケ
ー
ス
を
兼
ね
た
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
大
き
な
収
納
棚
（
図
５
．
同
美
術
館
で
は
「
モ
ー
ス
の

Hosei University Repository



５新発見資料・ボストン美術館所蔵「職英棋譲渡」に関する調査報告
芸
員
ア
ン
・
ニ
シ
ム
ラ
・
モ
ー
ス
氏
（
現
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
オ
セ
ア
ニ
ア
部
長
補
佐
、
モ
ー
ス
の
孫
サ
ミ
ュ
エ
ル
．
Ｃ
・
モ
ー
ス
氏
夫
人
）
に

モ
ー
ス
・
ア
テ
ィ
ッ
ク
を
案
内
さ
れ
た
際
、
「
モ
ー
ス
の
棚
」
の
奥
の
ほ
う
に
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
東
洋
部
設
立
期
以
来
、
未
整
理
の
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
今
は
中
身
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
話
を
聞
い

た
記
憶
が
あ
る
。
ま
た
後
日
、
彼
女
は
そ
の
中
に
小
袖
雛
形
本
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
ら
し
い
と
語
っ
て
い
た
。
今
回
目
に
し
た
木
箱
と

そ
の
中
身
で
あ
る
冊
子
類
は
、
ま
さ
に
そ
の
時
彼
女
が
言
っ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ど
う
や
ら
東
洋
部
設
立
以
降
、
長
い
時
間
を
か
け
て
所
蔵
品
の
整
理
と
目
録
作
り
を
進
め
る
な
か
で
、
列
品
と
な
っ
た
大
部
分
も
の
は

東
洋
部
の
収
蔵
庫
に
収
め
ら
れ
た
が
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
っ
て
手
が
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
物
置
の
よ
う
な
別
の
部
屋

に
長
く
留
め
置
か
れ
て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン
へ
の
美
術
館
移
転
後
、
一
九
五
○
年
代
に
な
っ
て
当
時
の
館
長
ペ

リ
ー
．
Ｔ
・
ラ
ズ
ポ
ー
ン
（
一
九
五
五
年
五
月
一
日
館
長
就
任
）
の
指
示
で
、
展
示
に
は
適
さ
な
い
と
し
て
「
モ
ー
ス
の
棚
」
と
と
も
に
ギ
ャ

ラ
リ
ー
か
ら
撤
去
さ
れ
た
モ
ー
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
陶
磁
器
が
、
以
後
モ
ー
ス
・
ア
テ
ィ
ッ
ク
に
納
め
ら
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
し
て
、
こ
の
部
屋
も
ま
た
そ
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
場
所
な
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
こ
の
部
屋
に
あ
っ
た
木
箱
と
そ
の
中
の
冊

子
資
料
も
、
同
様
の
価
値
判
断
が
な
さ
れ
、
長
ら
く
整
理
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
「
モ
ー
ス
の
棚
」
の

奥
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
ラ
ズ
ポ
ー
ン
館
長
の
命
に
よ
っ
て
約
四
○
本
の
棚
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
ら
撤
収
ざ
れ
こ
の
部
屋
に
搬
入
さ
れ

る
以
前
か
ら
、
今
回
調
査
し
た
冊
子
類
の
木
箱
が
こ
の
部
屋
の
中
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

木
箱
の
冊
子
類
が
列
品
に
組
み
入
れ
ら
れ
ず
に
現
在
に
至
っ
て
い
る
理
由
と
し
て
は
、
ま
ず
第
一
に
、
そ
れ
ら
が
美
術
品
で
は
な
か
っ

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
同
館
が
所
蔵
す
る
他
の
日
本
美
術
品
の
質
や
内
容
と
比
較
し
た
場
合
、
こ
れ
ら
の
冊
子
資
料
が
全
く
人
々
の
関

心
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
の
も
い
た
し
方
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、
箱
の
内
容
物
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
、
江
戸
時
代
か

ら
明
治
時
代
前
半
に
か
け
て
の
版
本
や
手
稿
、
写
本
の
類
、
も
し
く
は
明
治
時
代
の
印
刷
物
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
数
が
彪
大
で
あ
っ
た
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数
に
し
て
三
○
○
点
に
も
及
ぶ
こ
れ
ら
冊
子
類
は
、
総
じ
て
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
前
期
に
か
け
て
の
染
織
関
連
資
料
、
具
体

的
に
は
小
袖
雛
形
本
や
衣
裳
図
案
帳
、
裂
見
本
帳
や
色
見
本
帳
、
小
紋
帳
、
模
様
集
な
ど
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な

経
緯
で
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
所
蔵
品
に
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
東
洋
部
の
設
立
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ

と
、
具
体
的
に
は
、
東
洋
部
蔵
品
の
骨
格
を
成
す
三
つ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
す
な
わ
ち
モ
ー
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
・
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
、
ビ
ゲ
ロ
ウ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
の
ど
れ
か
に
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
フ
ェ
ノ
ロ
サ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
東
京
帝
国
大
学
で
生
物
学
を
教
え
て
い
た
モ
ー
ス
の
推
薦
で
、
同
じ
く
東
京
帝
国
大
学

で
物
理
学
と
政
治
学
の
教
鞭
を
と
り
、
ま
た
当
時
の
日
本
人
に
日
本
美
術
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
確
認
さ
せ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
ア
ー
ネ
ス

ト
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
（
一
八
五
三
’
一
九
○
八
）
が
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
の
来
日
以
降
十
二
年
に
及
ぶ
日
本
滞
在
中
に

収
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
入
っ
た
モ
ー
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
陶
磁
器
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
つ
い
て
は
既
に
述
べ

た
と
お
り
で
あ
る
が
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
、
彼
の
日
本
美
術
に
対
す
る
関
心
の
あ
り
よ
う
を
反
映
し
て
、
一
○
、
○
○
○

点
以
上
の
日
本
絵
画
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
寄
贈
す
る
こ
と
を
条
件
に
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
ェ
ル
ド
に

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
通
常
の
美
術
品
と
は
性
格
の
異
な
る
特
殊
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
整
理
し
よ
う
に
も
同
館
に
は
専
門
家
が
お

ら
ず
、
そ
の
作
業
は
容
易
で
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
実
際
、
今
回
こ
れ
ら
が
日
の
目
を
見
た
の
も
、
モ
ー
ス
・
ア
テ
ィ
ッ
ク
か
ら
木
箱

が
搬
出
さ
れ
た
の
を
機
に
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
オ
セ
ア
ニ
ア
部
が
日
本
の
版
本
を
専
門
と
す
る
学
芸
貝
、
レ
ィ
チ
ェ
ル
・
サ
ン
ダ
ー

ス
氏
を
新
た
に
雇
用
し
、
調
査
を
企
画
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。
筆
者
の
今
回
の
調
査
も
同
部
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
く
も

の
で
、
こ
の
共
同
調
査
は
明
治
時
代
以
来
は
じ
め
て
の
こ
と
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

２
．
ビ
ゲ
ロ
ウ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
染
織
資
料
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一
旦
売
却
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
約
束
ど
お
り
同
美
術
館
の
所
蔵
品
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
ボ
ス
ト
ン
の
医
師
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
タ
ー
ジ
ス
・
ビ
ゲ
ロ
ウ
（
一
八
五
○
’
一
九
二
六
）
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
、

後
に
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
寄
贈
さ
れ
た
ビ
ゲ
ロ
ウ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
そ
の
内
容
が
非
常
に
幅
広
い
。

告
ビ
ゲ
ロ
ウ
は
、
ボ
ス
ト
ン
の
富
豪
で
あ
り
ま
た
医
学
の
名
門
と
し
て
知
ら
れ
た
家
に
生
ま
れ
、
自
身
も
医
学
博
士
で
あ
っ
た
が
、
モ
ー

報鑑
ス
が
一
八
八
一
年
か
ら
八
二
年
に
か
け
て
の
冬
に
ボ
ス
ト
ン
で
行
っ
た
日
本
に
関
す
る
特
別
講
義
を
聴
講
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
一
八

訂藩
八
一
一
年
の
五
月
、
モ
ー
ス
の
一
一
一
度
目
の
来
日
に
同
行
し
、
八
七
年
の
一
時
帰
国
を
挟
ん
で
、
九
○
年
に
帰
国
す
る
ま
で
の
長
き
に
わ
た
つ

“
て
日
本
に
滞
在
し
て
い
る
。
そ
の
間
様
々
な
美
術
品
を
購
入
し
て
い
る
が
、
浮
世
絵
を
中
心
と
す
る
絵
画
や
仏
像
彫
刻
、
甲
冑
・
刀
剣
、

ｌ
 

叢
金
工
、
漆
工
な
ど
と
と
も
に
、
能
装
束
や
小
袖
な
ど
の
染
織
品
を
一
一
○
○
点
以
上
収
集
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
国
内
の
み
な
ら
ず
、
日
本

遜蝿
を
除
く
海
外
で
は
、
質
・
量
と
も
に
最
も
優
れ
た
日
本
染
織
品
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
他
の
二
人
が
染
織
品
に
ほ
と
ん
ど
関
心
を
示

蹴
し
て
い
な
い
の
に
対
し
、
ビ
ゲ
ロ
ウ
は
広
範
な
好
奇
心
を
発
揮
し
つ
つ
、
工
芸
で
は
特
に
染
織
品
に
強
い
関
心
を
示
し
て
い
る
。

蔵所
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
す
る
と
、
木
箱
入
り
の
冊
子
類
も
ビ
ゲ
ロ
ウ
の
収
集
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
今

館鍬
回
の
冊
子
類
発
見
の
経
緯
が
、
一
○
年
ほ
ど
》
川
に
葛
飾
北
斎
の
浮
世
絵
版
木
が
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
か
ら
発
見
さ
れ
た
と
き
の
そ
れ
に
似
て

し
い
る
か
ら
で
あ
る
。
北
斎
の
版
木
も
〈
７
回
の
木
箱
の
よ
う
に
長
い
間
、
収
蔵
庫
以
外
の
場
所
に
未
整
理
・
未
調
査
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い

鐸
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
後
に
ビ
ゲ
ロ
ウ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

科
前
述
、
東
京
国
立
博
物
館
本
「
献
英
模
謹
叢
」
は
明
治
四
十
一
一
年
（
一
九
○
九
）
、
購
入
に
よ
っ
て
帝
室
博
物
館
の
蔵
口
叩
と
な
っ
て
い
る

費観
が
、
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
本
「
献
英
棋
譜
一
叢
」
は
、
ピ
エ
ー
ル
・
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
氏
の
祖
父
に
あ
た
る
ル
ィ
・
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
ニ
八
五
一
－
一

新
九
一
四
）
が
士
官
教
育
の
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
日
本
の
陸
軍
士
官
学
校
に
派
遣
さ
れ
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
か
ら
同
十
一
年
（
一
八
七

７
 

八
）
ま
で
東
京
に
滞
在
し
た
間
に
、
い
ず
一
」
か
で
入
手
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ビ
ゲ
ロ
ウ
の
日
本
滞
在
期
が
明
治
十
五
年
（
一
八
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東
京
国
立
博
物
館
本
は
、
縦
約
四
二
セ
ン
チ
、
横
約
三
○
セ
ン
チ
の
折
本
仕
立
て
の
浅
葱
色
の
台
紙
に
、
中
啓
以
下
、
能
面
・
能
装

束
・
能
小
道
具
を
中
心
に
、
絵
画
・
工
芸
品
な
ど
を
模
写
し
た
大
小
様
々
な
大
き
さ
の
和
紙
を
張
り
込
ん
だ
も
の
で
、
渋
引
き
の
厚
紙
で

作
っ
た
表
紙
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
表
紙
の
中
央
に
「
献
英
機
謹
ま
」
「
駄
英
棋
謹
叢
績
編
」
「
献
英
楼
蟹
叢
残
編
」
「
献
英
楼
謹
叢
拾

遺
」
「
献
英
模
壷
叢
附
録
」
な
ど
と
墨
書
し
た
白
和
紙
題
菱
、
そ
の
下
部
に
こ
れ
に
重
ね
る
よ
う
に
し
て
、
別
筆
で
「
初
集
圖
画
五
十

三
葉
」
の
よ
う
に
、
各
巻
の
巻
次
と
台
紙
に
貼
り
込
ま
れ
た
模
写
図
の
枚
数
を
記
し
た
薄
茶
色
の
紙
菱
を
貼
る
。
ま
た
、
題
菱
等
を
除
い

た
余
白
に
は
、
台
紙
に
貼
ら
れ
た
模
写
図
の
内
容
を
目
録
の
よ
う
に
墨
書
し
て
い
る
。

一
方
、
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
本
も
表
紙
の
様
式
は
東
京
国
立
博
物
館
本
と
全
く
同
様
で
、
「
献
英
襖
謹
ま
」
「
献
英
櫻
萱
叢
績
編
」
「
献
英
棋

書
叢
拾
遺
」
と
墨
書
し
た
東
京
国
立
博
物
館
本
と
同
筆
・
同
寸
の
題
菱
を
貼
る
。
題
菱
上
辺
に
朱
で
△
や
○
を
記
し
た
も
の
が
三
冊
に
見

ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
本
の
五
冊
に
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
題
斐
下
方
の
余
白
に
は
題
字
と
同
筆
で
「
初
集
三
」

「
二
」
「
八
集
三
」
「
十
八
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
本
で
も
、
薄
茶
色
和
紙
の
紙
菱
が
め
く
れ
あ
が
っ
て

略
を
述
べ
る
。

八
二
）
か
ら
二
十
三
年
（
一
八
九
○
）
年
に
か
け
て
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
ル
イ
・
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
と
ビ
ゲ
ロ
ウ
が
、
時
期
に
ず
れ
は
あ

る
も
の
の
、
日
本
に
お
け
る
ほ
ぼ
同
様
の
環
境
下
で
「
献
英
櫻
遥
叢
」
と
出
会
い
、
あ
る
い
は
同
じ
古
美
術
業
者
（
あ
る
い
は
古
物
商
）
を

通
じ
て
入
手
し
た
可
能
性
は
高
い
。

三
本
の
『
献
英
模
豊
叢
』

「
獣
英
棋
譜
叢
」
が
ど
（

３
．
『
献
英
槙
書
叢
』
の
概
略

が
ど
の
よ
う
な
資
料
で
あ
る
か
を
理
解
す
る
た
め
に
、
東
京
国
立
博
物
館
本
及
び
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
本
を
例
に
そ
の
慨
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９新発見資料・ボストン美術館所蔵『献英襖謹ま」に関する調査報告

「
獣
英
模
霊
叢
」
の
制
作
者

（
跳
２
〉

そ
も
そ
も
「
献
英
模
」
は
徳
川
御
三
郷
の
ひ
と
つ
田
安
家
の
文
庫
名
で
、
田
安
家
伝
来
の
資
料
に
は
し
ば
し
ば
こ
の
名
が
見
ら
れ
る
。

更
に
、
貼
り
込
ま
れ
た
模
写
図
の
表
に
田
安
家
の
蔵
印
で
あ
る
「
田
安
府
芸
臺
印
」
、
裏
に
「
献
英
機
圖
書
記
」
と
刻
ん
だ
朱
印
が
捺
さ

れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
絵
師
に
命
じ
て
模
写
さ
せ
、
冊
子
に
貼
り
込
ん
だ
の
が
田
安
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か

い
る
「
初
集
」
・
「
十
集
」
で
は
、
題
菱
下
方
に
そ
れ
ぞ
れ
「
一
」
及
び
「
十
集
三
」
の
墨
書
が
確
認
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
題
菱
の
左

右
や
下
隣
に
は
、
題
菱
と
同
質
の
紙
に
「
た
ノ
三
」
「
ね
―
―
ノ
ー
」
「
む
一
ノ
ー
」
「
う
ニ
ノ
’
一
一
」
と
墨
書
し
て
い
る
が
、
東
京
国
立
博
物

館
所
蔵
本
で
は
、
「
八
集
」
に
の
み
「
つ
ニ
ノ
ニ
」
と
記
し
た
同
様
の
紙
菱
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
東
京
国
立
博
物
館
本
と
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
本
は
、
も
と
も
と
大
部
を
な
す
一
組
の
資
料
と
し
て
と
も
に
あ
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
題
菱
に
「
猷
英
櫻
蚕
叢
残
編
」
「
戯
英
模
識
叢
附
録
」
と
記
す
も
の
が
各
一
冊
で
あ
る
の
は
さ
ほ
ど
不
自
然
で

は
な
い
と
し
て
も
、
「
献
英
棋
謹
叢
拾
遺
」
と
記
す
も
の
が
二
冊
に
上
る
の
に
対
し
て
、
「
献
英
棋
護
叢
」
「
献
英
模
壷
叢
績
編
」
と
記

す
も
の
が
わ
ず
か
二
冊
ず
つ
し
か
な
い
の
は
、
い
か
に
も
不
自
然
に
思
わ
れ
る
。
両
本
の
題
菱
に
記
さ
れ
た
も
と
の
巻
次
や
、
題
菱
脇
に

貼
ら
れ
た
紙
菱
の
記
号
と
番
号
に
目
を
転
じ
て
も
、
そ
れ
ら
は
明
ら
か
に
連
続
性
を
欠
い
て
お
り
、
「
献
英
襖
蟹
叢
」
が
両
本
以
外
に
複

数
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
十
分
予
想
さ
れ
る
。
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
は
表
紙
部
分
を
欠
い
て
は
い
る
が
、
後
述
の
よ
う
に
、
貼
り
込
ま
れ

た
模
写
図
の
様
式
か
ら
、
こ
れ
が
そ
う
し
た
も
の
の
中
の
一
冊
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

貼
り
込
ま
れ
た
模
写
図
の
余
白
に
は
、
模
写
し
た
器
物
・
装
束
・
絵
画
等
の
名
称
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
模
写
に
当

た
っ
た
年
月
日
や
絵
師
の
名
前
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
る
。
模
写
の
時
期
が
文
政
七
年
～
同
十
三
年
の
時
期
、
及
び
天
保
二
年
～
三
年
の
時

で
あ
る
。
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１０ 

能
装
束
の
摸
写
図

「
献
英
槙
謹
ま
」
の
当
初
の
冊
数
は
不
明
な
が
ら
、
本
書
の
大
き
な
特
徴
は
、
染
織
に
関
わ
る
資
料
を
多
く
含
ん
で
い
る
こ
と
で
、
そ

の
内
容
は
、
染
織
模
様
を
は
じ
め
、
能
装
束
・
舞
楽
装
束
に
ま
で
及
ぶ
。
特
に
能
装
束
に
関
し
て
は
、
個
々
の
作
品
を
彩
色
を
用
い
て
描

く
ほ
か
、
装
束
の
前
面
図
・
背
面
図
に
加
え
て
、
原
寸
の
部
分
図
も
多
数
含
く
ん
で
い
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
に
は
細
部
の
施
工
や
色
彩
に

付
い
て
の
書
き
込
み
も
見
ら
れ
、
模
写
図
な
が
ら
作
品
の
詳
細
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
能
装
束
の
研
究
に
お
い
て
「
献
英
棲
萱
叢
」
が
特
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
現
在
は
失
わ
れ
て
い
る
作

品
や
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
作
品
、
さ
ら
に
は
そ
も
そ
も
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
作
品
に
つ
い
て
も
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
、

忠
実
な
描
写
と
注
記
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
図
の
余
白
部
分
に
は
、
当
時
の
所
蔵
者
名
の
ほ
か
、
模
写
し

た
時
期
や
場
所
に
関
す
る
記
述
と
と
も
に
、
そ
の
際
に
作
品
の
所
蔵
者
か
ら
聞
き
取
っ
た
と
思
わ
れ
る
、
作
品
に
付
い
て
の
様
々
な
情
報

期
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
模
写
図
は
、
何
年
か
に
わ
た
っ
て
描
き
集
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
能
装
束
が
含
ま
れ
る
巻
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
由
来
や
着
用
者
、
更
に
は
装
束
が
蒜
用
さ
れ

た
演
目
や
上
演
場
所
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
模
写
図
の
裏
面
に
表
面
と
ほ
ぼ
同
内
容
が
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、

和
紙
の
表
面
に
記
さ
れ
た
内
容
に
比
べ
て
裏
面
に
記
さ
れ
た
内
容
の
方
が
詳
し
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
様
々
な
対
象
物
を
複
数
の
期
間
に
渡
っ
て
模
写
し
た
多
く
の
和
紙
は
、
す
ぐ
に
は
台
紙
に
貼
り
込
ま
れ
な
い
で
、

あ
る
期
間
田
安
家
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
保
存
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
裏
面
の
み
に
見
ら
れ
る
朱
筆
の
番
号
は
、
そ
の
際
あ
る
グ
ル
ー
プ
の

模
写
図
に
つ
い
て
は
整
理
番
号
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
作
品
を
模
写
し
た
時
に
紙
の
裏
面
に
書
き
込
ま
れ
た
メ
モ
的

な
情
報
は
、
の
ち
に
模
写
図
が
台
紙
に
貼
り
込
ま
れ
る
際
に
、
表
の
面
に
書
き
写
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
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縦
約
四
三
・
五
セ
ン
チ
、
横
約
三
○
・
五
セ
ン
チ
。
書
簡
の
反
古
紙
を
芯
に
し
て
、
鼠
が
か
っ
た
浅
葱
色
の
和
紙
で
こ
れ
を
両
面
か
ら

覆
い
、
折
本
に
仕
立
て
て
い
る
。
紙
質
と
色
は
東
京
国
立
博
物
館
本
・
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
本
と
近
似
し
て
い
る
。
芯
に
用
い
ら
れ
て
い
る
書

簡
に
は
「
文
政
九
戊
年
五
月
二
日
」
付
け
の
も
の
、
「
文
政
十
亥
年
間
六
月
」
付
け
の
も
の
が
見
ら
れ
る
が
、
前
者
は
「
福
田
忠
次
郎
様

御
役
所
」
と
あ
り
、
知
行
地
か
ら
役
所
屈
安
家
）
に
対
し
て
出
さ
れ
た
嘆
願
書
か
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
表
紙
・
裏
表
紙
は
欠
失
し

東
京
国
立
博
物
館
本
に
収
録
さ
れ
て
い
る
能
装
束
及
び
能
関
連
の
模
写
図
は
、
「
初
集
」
に
中
啓
と
中
啓
の
地
紙
の
模
写
図
二
八
枚
、

能
装
束
の
模
写
図
二
五
枚
、
能
面
の
模
写
図
一
枚
、
「
四
集
」
に
は
能
装
束
の
模
写
図
三
九
枚
、
「
五
集
」
に
は
能
装
束
の
模
写
図
四
○
枚
、

能
小
道
具
の
模
写
図
二
九
枚
、
「
六
集
」
に
は
能
面
の
模
写
図
五
五
枚
、
「
七
集
」
に
は
中
啓
の
地
紙
の
模
写
図
四
○
枚
、
「
九
集
」
に
は

能
小
道
具
の
模
写
図
二
二
枚
、
「
一
二
集
」
に
は
能
面
の
模
写
図
一
枚
、
能
舞
台
図
一
枚
、
能
狂
言
図
九
一
枚
で
あ
る
。
ま
た
、
ク
レ
ッ

ト
マ
ン
本
に
は
、
「
駄
英
棋
謹
叢
績
編
二
」
に
能
装
束
の
模
写
図
五
○
枚
が
収
録
さ
れ
て
い
る
ｃ

こ
の
よ
う
に
、
「
献
英
楼
豊
叢
」
は
能
装
束
の
研
究
ば
か
り
で
な
く
、
能
そ
の
も
の
の
研
究
に
と
っ
て
も
非
常
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る

が
、
以
下
で
は
今
回
調
査
し
た
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
に
つ
い
て
、
以
上
の
概
要
と
比
較
し
な
が
ら
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と

も
記
さ
れ
て
い
る
。

模
写
図
は
折
本
仕
立
て
の
両
面
に
貼
り
こ
ま
れ
て
い
る
が
、
用
途
不
明
の
一
種
を
除
く
す
べ
て
の
模
写
図
は
能
装
束
に
関
す
る
も
の
で

あ
る
。
以
下
、
頁
を
追
っ
て
模
写
図
の
概
略
を
紹
介
し
、
模
写
図
に
記
さ
れ
た
墨
書
や
捺
さ
れ
た
印
章
な
ど
の
詳
細
は
次
節
「
模
写
さ
れ

思が
う、
ＤＩＷ 

て
い
る
。

４
．
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
の
概
要
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た
能
装
束
の
内
容
」
に
譲
る
。
な
お
、
便
宜
上
、
片
面
を
Ａ
面
、
反
対
面
を
Ｂ
面
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

２
 
１
 

六
折
表
萌
黄
地
露
簿
模
様
長
絹
（
五
折
裏
に
前
面
図
、
六
折
裏
～
七
折
表
に
部
分
図
あ
り
）
の
背
面
図
を
貼
り
込
む
。

五
折
裏
萌
黄
地
露
簿
模
様
長
絹
（
六
折
表
に
背
面
図
、
六
折
裏
～
七
折
表
に
部
分
図
あ
り
）
の
前
面
図
を
貼
り
込
む
。

三
折
襲
～
四
折
表
紫
地
震
樋
模
様
長
絹
（
四
折
裏
～
五
折
表
に
部
分
図
あ
り
）
の
部
分
図
（
五
紋
の
部
分
）
を
貼
り
込
む
。

四
折
裏
～
五
折
表
紫
地
霞
笹
模
様
長
絹
（
三
折
裏
～
四
折
表
に
部
分
図
あ
り
）
の
部
分
図
（
腰
の
部
分
）
を
貼
り
込
む
。

二
折
裏
～
三
折
表
紅
地
花
丸
唐
草
模
様
長
絹
の
部
分
図
を
貼
り
込
む
。

脱
落
し
た
模
写
図
一
枚
が
右
端
に
繋
が
る
。

（
Ａ
面
）

一
折
表
地
紙
の
み
で
、
貼
り
込
み
な
し
。

一
折
裏
～
二
折
表
白
地
牡
丹
菊
唐
草
模
様
舞
衣
（
七
折
裏
に
前
面
図
、
八
折
表
に
背
面
図
あ
り
）
の
部
分
図
を
貼
り
込
む
。
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九
折
表
～
一
○
折
表
釘

で
）
を
貼
り
込
む
。

記
述
無
し
。

七
折
裏
白
地
牡
丹
菊
唐
草
模
様
舞
衣
二
折
裏
～
二
折
表
に
部
分
図
、
八
折
表
に
背
面
図
あ
り
）
の
前
面
図
を
貼
り
込
む
。

八
折
裏
紅
地
震
萩
模
様
長
絹
の
前
面
図
（
九
折
表
～
一
○
折
表
に
部
分
図
あ
り
）
を
貼
り
込
む
。

八
折
表
白
地
牡
丹
菊
唐
草
模
様
舞
衣
二
折
裂
～
二
折
表
に
部
分
図
、
七
折
裏
に
前
面
図
あ
り
）
の
背
面
図
を
貼
り
込
む
。

六
折
製
～
七
折
表
萌
黄
地
露
簿
模
様
長
絹
（
五
折
裏
に
前
面
図
、
六
折
表
に
背
面
図
あ
り
）
の
部
分
図
（
五
紋
の
部
分
）
を
貼
り
込
む
。

○
折
裏
～
二
折
表
萌
黄
地
露
簿
模
様
長
絹
（
五
折
裏
に
前
面
図
、
六
折
表
に
背
面
図
六
折
裏
～
七
折
表
に
部
分
図
あ
り
）
の
部
分
図

（
腰
の
部
分
）
を
貼
り
込
む
。

図
の
紙
片
一
枚
を
欠
失
し
て
い
る
。

折
裏
紅
地
花
篭
藤
模
様
長
絹
（
「
貼
り
合
わ
せ
模
写
図
１
」
に
部
分
図
あ
り
）
の
部
分
図
（
五
紋
の
部
分
）
を
貼
り
込
む
。

「
貼
り
合
わ
せ
模
写
図
１
」
が
、
こ
の
下
に
続
く
部
分
と
推
測
さ
れ
る
。

紅
地
震
萩
模
様
長
絹
冗
折
裏
に
前
面
図
、

一
○
折
裏
～
二
折
表
に
部
分
図
あ
り
）
の
部
分
図
（
袖
上
端
か
ら
下
端
ま
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1４ 

一
六
折
裏
紫
地
綾
杉
楽
器
模
様
唐
織
（
一
二
折
裏
～
一
三
折
表
に
部
分
図
、
一
三
折
製
～
一
四
折
表
に
部
分
図
、
一
四
折
裏
～
一
五
折
表
に
部

分
図
、
一
五
折
裏
～
一
六
折
表
に
部
分
図
あ
り
）
の
背
而
図
を
貼
り
込
む
。

一
五
折
裂
～
一
六
折
表
紫
地
綾
杉
楽
器
模
様
唐
織
（
一
二
折
裏
～
一
三
折
表
に
部
分
図
、
一
三
折
裏
～
一
四
折
表
に
部
分
図
、
一
四
折
裏
～
一

五
折
衷
に
部
分
図
、
一
六
折
裏
に
背
面
図
あ
り
）
の
部
分
図
（
背
面
右
裾
部
分
）
を
貼
り
込
む
。

四
折
裏
～
一
五
折
表
紫
地
綾
杉
楽
器
模
様
唐
織
（
一
二
折
裏
～
一
三
折
表
に
部
分
図
、
一
三
折
裏
～
一
四
折
表
に
部
分
図
、
一
五
折
裏
～
一

六
折
表
に
部
分
図
、
一
六
折
裂
に
背
面
図
あ
り
）
の
部
分
図
（
背
面
右
脇
部
分
）
を
貼
り
込
む
。

記
述
無
し
。

三
折
裏
～
一
四
折
表
紫
地
綾
杉
楽
器
模
様
唐
織
（
一
二
折
裏
～
一
三
折
表
に
部
分
図
一
四
折
裂
～
一
五
折
表
に
部
分
図
、
一
五
折
裏
～
一

六
折
表
に
部
分
図
、
一
六
折
裏
に
背
面
図
あ
り
）
の
部
分
図
（
背
面
右
肩
部
分
）
を
貼
り
込
む
。

一
一
折
裏
～
一
三
折
表
紫
地
綾
杉
楽
器
模
様
唐
織
（
一
三
折
裏
～
一
四
折
衷
に
部
分
図
、
一
四
折
裏
～
一
五
折
表
に
部
分
図
、
一
五
折
裏
～
一

六
折
表
に
部
分
図
、
一
六
折
裏
に
背
面
図
あ
り
）
の
部
分
図
（
背
面
右
杣
の
部
分
）
を
貼
り
込
む
。

二
折
表
紫
地
波
松
帆
掛
舟
模
様
長
絹
（
Ｂ
面
一
七
折
表
に
前
面
図
、
「
貼
り
合
わ
せ
模
写
図
３
」
に
部
分
図
あ
り
）
の
背
面
図
を
貼
り
込
む
。

Hosei University Repository



１５新発兇資料・ボストン美術航所蔵「職英MkiIf鍵」にI1Mする調査報告

二
○
折
裏
～
二
一
折
表
水
色
地
雲
花
輪
達
模
様
縫
箔
（
一
九
折
裂
に
前
面
図
、
二
○
折
表
に
背
面
図
あ
り
）
の
部
分
図
（
右
前
袖
の
部
分
）
を
貼

二
○
折
表
水
色
地
雲
花
輪
連
模
様
縫
箔
（
一
九
折
表
に
前
面
図
、
二
○
折
裏
～
一
二
折
表
に
部
分
図
あ
り
）
の
背
面
図
を
貼
り
込
む
。

記
述
無
し
。

九
折
裂

九
折
表
紫
地
秋
草
桜
草
模
様
長
絹
（
「
｜
折
裏
に
背
面
図
あ
り
｝
の
左
前
而
図
を
貼
り
込
む
。

八
折
表
～
一
八
折
裏
紅
地
団
扇
花
丸
藤
棚
模
様
縫
箔
己
七
折
表
に
前
面
図
、
一
七
折
裏
に
背
面
図
、
「
貼
り
合
わ
せ
模
写
図
２
」
に
部
分

図
あ
り
）
の
部
分
図
（
袖
の
部
分
）
を
貼
り
込
む
。

記
述
無
し
。

七
折
裏
紅
地
団
扇
花
丸
藤
棚
模
様
縫
箔
（
一
七
折
表
に
前
面
図
、
一
八
折
衷
～
一
八
折
裂
に
部
分
図
、
「
貼
り
合
わ
せ
模
写
図
２
」
に
部
分

図
あ
り
）
の
背
面
図
を
貼
り
込
む
。

七
折
表
紅
地
団
扇
花
丸
藤
棚
模
様
縫
箔
（
一
七
折
裏
に
背
面
図
、
一
八
折
表
～
一
八
折
裏
に
部
分
図
、
「
貼
り
合
わ
せ
模
写
図
２
」
に
部
分

図
あ
り
）
の
前
面
図
を
貼
り
込
む
。

水
色
地
雲
花
輪
連
模
様
縫
箔
（
二
○
折
表
に
背
面
図
、
二
○
折
裏
～
二
一
折
表
に
部
分
図
あ
り
）
の
前
面
図
を
貼
り
込
む
。
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1６ 

六
折
表
貼
り
込
み
の
痕
跡
あ
り
。

四
折
裏
～
五
折
裏
梅
鶴
図
案
の
梅
と
鶴
の
部
分
図
（
４
）
を
貼
り
込
む
。

一
三
折
裏
～
一
四
折
表
の
右
側
部
分
か
。

三
折
裏
～
四
折
表
梅
鶴
図
案
の
梅
の
部
分
図
（
３
）
を
貼
り
込
む
。

記
述
無
し
。

二
折
裏
～
三
折
表
梅
鶴
図
案
の
梅
の
部
分
図
（
２
）
を
貼
り
込
む
。

記
述
無
し
。

（
Ｂ
面
）

一
折
裏
～
二
折
表
梅
鶴
図
案
の
梅
の
部
分
図
（
１
）
を
貼
り
込
む
。

記
述
無
し
。

二
一
折
裏
紫
地
秋
草
桜
草
模
様
長
絹
（
一
九
折
表
に
前
面
図
あ
り
）
の
背
面
図
を
貼
り
込
む
。

り
込
む
。
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九

折
折裏

表梅表梅裏而表Ｉ

釘する調査報呰に

七
折
裏
～
九
折
表
梅
鶴
図
案
の
梅
と
鶴
の
部
分
図
（
６
）
を
貼
り
込
む
。

表
而
に
「
り
」
の
墨
書
あ
り
。

「
ぬ
」
の
右
側
部
分
か
。

六
折
裏
～
七
折
表
梅
鶴
図
案
の
梅
の
部
分
図
（
５
）
を
貼
り
込
む
。

記
述
無
し
。
（
、
）
の
鶴
の
下
の
部
分
図
か
。

梅
鶴
図
案
の
鶴
の
部
分
図
（
９
）
を
貼
り
込
む
。

表
面
に
「
ほ
」
の
墨
書
あ
り
。

裏
～
一
三
折
表
貼
り
込
み
の
痕
跡
あ
り
。
脱
落
し
た
模
写
図
が
四
枚
挿
ま
れ
て
い
る
。

梅
鶴
図
案
の
鶴
の
部
分
図
（
８
）
を
貼
り
込
む
。

表
面
に
「
に
」
の
墨
書
あ
り
。

～
二
折
表
梅
鶴
図
案
の
梅
と
鶴
の
部
分
図
（
７
）
を
貼
り
込
む
。

表
面
に
「
ぬ
」
の
墨
書
あ
り
。

「
り
」
の
左
側
部
分
か
。
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1８ 

一
五
折
裏
～
一
六
折
表
紫
地
松
月
観
世
水
模
様
長
絹
（
一
四
折
裏
に
前
面
図
、
一
五
折
表
に
背
面
図
、
二
○
折
袈
～
一
二
折
表
に
部
分
図
あ

り
）
の
部
分
図
（
五
紋
の
部
分
）
を
貼
り
込
む
。

一
五
折
表
紫
地
松
月
観
世
水
模
様
長
絹
（
一
四
折
裏
に
前
面
図
、
一
五
折
裏
～
一
六
折
表
に
部
分
図
、
二
○
折
裏
～
二
一
折
表
に
部
分
図
あ
り
）

の
背
面
図
を
貼
り
込
む
。

一
三
折
裏
～
’
四
折
表
梅
鶴
図
案
の
梅
と
鶴
の
部
分
図
（
皿
）
を
貼
り
込
む
。

表
面
に
「
を
」
の
墨
書
あ
り
。

四
折
裏
～
五
折
裏
の
左
側
部
分
図
か
。

四
折
裏
紫
地
松
月
観
世
水
模
様
長
絹
（
一
五
折
表
に
背
面
図
、
一
五
折
裏
～
一
六
折
表
に
部
分
図
、
二
○
折
表
に
部
分
図
あ
り
）
の
前
面
図

を
貼
り
込
む
。

梅
鶴
図
案
の
鶴
の
部
分
図
（
、
）
を
貼
り
込
む
。

表
面
に
「
る
」
の
墨
書
あ
り
。

梅
鶴
図
案
の
鶴
の
部
分
図
（
、
）
を
貼
り
込
む
。

表
面
に
「
ち
」
の
墨
書
あ
り
。
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１９新発見資料・ボストン美術鮒所蔵「献英襖避叢」に関する調査報告

九
折
裟
～
二
一
折
表
貼
り
込
み
の
痕
跡
あ
り
。
脱
落
し
た
模
写
図
が
二
枚
挿
ま
れ
て
い
る
。
便
宜
的
に
こ
れ
ら
二
枚
が
こ
こ
に
貼
り

込
ま
れ
て
い
た
も
の
と
し
て
扱
う
。

九
折
表

八
折
裏

八
折
表
染
分
地
秋
草
尾
長
鳥
模
様
長
絹
の
背
面
図
を
貼
り
込
む
。

七
折
裏
白
地
霞
巴
紋
散
ら
し
模
様
腰
帯
の
部
分
図
を
貼
り
込
む
。

七
折
表
紫
地
波
松
帆
掛
舟
模
様
長
絹
（
Ａ
面
三
一
折
表
に
背
面
図
、
「
貼
り
合
わ
せ
模
写
図
２
」
に
部
分
図
あ
り
）
の
前
面
図
を
貼
り
込
む
。

六
折
裏
紅
地
鳥
兜
楽
器
模
様
長
絹
（
一
九
折
裏
～
二
○
表
に
前
面
図
あ
り
）
の
背
面
図
を
貼
り
込
む
。

二
○
折
裏
～
二
一
折
表
紫
地
松
月
観
世
水
模
様
長
絹
（
一
四
折
裏
に
前
面
図
、
一
五
折
表
に
背
面
図
、
一
五
折
裏
～
一
六
折
表
に
部

九
折
裏
～
二
○
折
表
紅
地
鳥
兜
楽
器
模
様
長
絹
二
六
折
裂
に
背
面
図
あ
り
）
の
前
面
図
を
貼
り
込
む
。

紫
地
椿
立
木
模
様
長
絹
二
八
折
裏
に
背
面
図
あ
り
）
の
左
前
身
図
を
貼
り
込
む
。

紫
地
椿
立
木
模
様
長
絹
二
九
折
表
に
左
前
身
図
あ
り
）
の
背
面
図
を
貼
り
込
む
。
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2０ 

り
）
の
部
分
図
（
五
紋
の
部
分
）
縦
七
一
・
八
セ
ン
チ
横
八
三
・
○
セ
ン
チ

縦
約
二
四
セ
ン
チ
、
横
約
四
二
セ
ン
チ
強
の
和
紙
五
枚
を
張
り
合
わ
せ
た
上
に
図
を
描
い
て
い
る
。
左
上
部
分
を
欠
失
す
る
。

Ａ
面
二
折
裏
の
紅
地
花
寵
藤
模
様
長
絹
の
部
分
図
孟
紋
の
部
分
）
に
繋
が
る
。

貼
り
合
わ
せ
模
写
図
２
紅
地
団
扇
花
丸
藤
棚
模
様
縫
箔
（
Ａ
面
一
七
折
表
に
前
面
図
、
一
七
折
裏
に
背
面
図
、
一
八
折
表
～
一
八
折
衷
に
部
分

図
あ
り
）
の
部
分
図
（
左
前
身
頃
裾
の
部
分
）
縦
五
五
・
一
セ
ン
チ
横
七
八
・
三
セ
ン
チ

縦
約
二
八
セ
ン
チ
、
横
約
四
○
セ
ン
チ
の
和
紙
四
枚
を
張
り
合
わ
せ
た
上
に
図
を
描
い
て
い
る
。

貼
り
合
わ
せ
模
写
図
３
紫
地
波
松
帆
掛
舟
模
様
長
絹
（
Ａ
面
一
一
一
折
表
に
背
面
図
あ
り
）
の
部
分
図
（
背
上
方
の
部
分
）
縦
七
三
・
八
セ
ン

図６ボストン美術館本「献英櫻遜叢ｊ

貼り合わせ模写図１

貼
り
合
わ
せ
模
写
図
１
紅
地
花
龍
藤
模
様
長
紺
（
Ａ
而
二
折
裏
に
部
分
図
あ

以
上
紹
介
し
て
き
た
、
模
写
図
を
台
紙
に
貼
り
込
ん
だ
も
の
と
は
別
に
、
各

二
枚
な
い
し
四
枚
の
模
写
図
を
貼
り
合
せ
、
裏
打
ち
し
た
も
の
〈
図
６
）
が
３
点
、

既
述
の
台
紙
貼
り
と
と
も
に
伝
存
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
そ
の
内
容
か
ら
「
献

英
模
謎
叢
」
か
ら
脱
落
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
を

「
貼
り
合
わ
せ
模
写
図
１
，
２
，
３
」
と
呼
ん
で
そ
の
内
容
を
記
す
。

分
図
（
裾
の
部
分
）
を
貼
り
込
む
。
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２１新発見資料・ボストン美術館所蔵「献英襖i1$鱗」に関する調森報告

折
表
に
部
分
図
〈
腰
の
部
分
〉
）

（
１
）
紅
地
花
丸
唐
草
模
様
長
紺
（
Ａ
而
二
折
袈
～
三
折
表
に
部
分
図
）

表
面
に
「
ほ
ら
織
紅
地
長
組
／
宝
生
大
夫
家
形
」
「
御
長
紺
／
紅
地
金
唐
草
／
花
之
丸
」
の
墨
書
あ
り
。
裏
面
に
「
長
紺
／
ほ
ら
織
紅

地
宝
生
大
夫
家
之
形
」
の
墨
書
あ
り
。
ま
た
「
獣
英
模
圃
書
記
」
の
朱
印
を
捺
し
、
「
葉
」
の
墨
書
と
「
四
」
の
朱
書
を
加
え
る
。

脱
落
し
た
模
写
図
１
枚
が
右
端
に
繋
が
る
。
そ
の
表
面
に
「
文
政
人
乙
四
三
月
廿
日
雲
満
篇
」
の
墨
書
あ
り
。

各
能
装
束
図
に
記
さ
れ
た
記
述
等

以
下
は
、
各
模
写
図
に
見
ら
れ
た
聡
書
等
を
各
能
装
束
ご
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
紫
地
鯉
徒
模
様
長
紺
（
八
町
三
折
製
～
四
折
表
に
部
分
図
〈
五
紋
の
部
分
〉
、
四
折
製
～
兀
折
表
に
部
分
図
〈
腰
の
部
分
〉
）

記
述
な
し
。

縦
約
二
五
セ
ン
チ
、
横
約
四

チ

（
３
）
萌
黄
地
露
簿
模
様
長
絹
（
Ａ
面
五
折
裏
に
前
面
図
、
六
折
衷
に
背
面
図
、
六
折
裏
～
七
折
表
に
部
分
図
〈
五
紋
の
部
分
〉
、
一
○
折
裏
～
一

前
面
図
表
面
に
「
文
化
元
年
四
月
Ⅱ
八
日
神
田
橋
而
拝
領
／
萌
黄
薄
露
玉
長
組
／
宝
生
大
夫
蔵
」
の
墨
普
あ
り
。

横
八５
．
模
写
さ
れ
た
能
装
束
の
内
容

セ
ン
チ

セ
ン
チ
強
の
和
紙
六
枚
を
張
り
合
わ
せ
た
上
に
図
を
描
い
て
い
る
。
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2２ 

（
６
）
紫
地
波
松
帆
掛
舟
模
様
長
紺
（
Ａ
面
一
二
折
表
に
背
面
図
、
Ｂ
面
一
七
折
表
に
前
面
図
、
Ｂ
面
「
貼
り
合
わ
せ
模
写
図
３
」
に
部
分
図
〈
背
上

（
５
）
紅
地
花
髄
藤
模
様
長
絹
（
Ａ
面
二
折
裏
に
部
分
図
〈
五
紋
の
部
分
〉
、
Ｂ
面
「
貼
り
合
わ
せ
模
写
図
ｌ
」
に
部
分
図
〈
五
紋
の
部
分
〉
）

・
部
分
図
〈
五
紋
の
部
分
（
Ａ
耐
ご
折
裏
二
表
面
に
「
地
色
竪
糸
深
／
横
糸
モ
」
の
墨
書
あ
り
。

・
部
分
図
〈
五
紋
の
部
分
（
貼
り
合
わ
せ
模
写
図
二
表
面
に
「
ぬ
き
替
紘
二
下
り
藤
長
紺
」
の
蝋
諜
あ
り
。
ま
た
図
中
に
「
黄
ノ
所
金
」
、
図

外
に
「
ス
ホ
ウ
」
「
エ
ギ
」
と
墨
書
す
る
。
裏
面
に
「
ぬ
き
替
か
こ
に
下
り
藤
長
絹
二
文
字
消
す
）
賓
生
大
夫
家
之
形
」
の
鵠
書
あ
り
。

ま
た
「
献
英
棋
圖
書
記
」
の
朱
印
を
捺
し
、
一
文
字
消
し
て
「
葉
」
と
墨
書
し
、
「
こ
の
朱
書
を
加
え
る
。

（
４
）
紅
地
霞
萩
模
様
長
絹
（
Ａ
面
八
折
裏
に
前
面
図
、
九
折
表
～
一
○
折
表
に
部
分
図
〈
袖
上
端
か
ら
下
端
ま
で
〉
）

・
前
面
図
表
面
に
「
神
門
御
蔵
／
紋
金
白
糸
霞
織
立
長
紺
」
「
紋
金
か
す
み
白
い
と
／
ほ
ら
地
お
り
立
て
」
の
墨
書
あ
り
。
裏
面
に
「
杣

門
御
蔵
／
紋
金
白
糸
鯉
織
立
長
紺
」
の
蝿
諜
あ
り
。

・
部
分
図
〈
腰
の
部
分
〉
表
面
に
「
文
政
十
一
子
年
／
四
月
十
九
日
静
雍
写
」
紋
金
白
糸
霞
織
立
長
絹
」
「
紋
金
か
す
み
白
い
と
／
ほ
ら
地

お
り
立
て
」
の
鍋
普
あ
り
。

・
背
面
図
表
面
に
「
文
化
元
年
四
月
廿
八
日
神
田
橋
而
拝
領
／
萌
黄
薄
露
玉
長
組
／
宝
生
大
夫
蔵
」
の
墨
響
あ
り
。

・
部
分
図
〈
五
紋
の
部
分
〉
表
面
に
「
地
萌
黄
文
余
白
」
の
墨
書
あ
り
。
裏
面
に
「
献
英
模
圃
響
記
」
の
朱
印
を
捺
し
、
「
葉
」
の
墨
書
と

方
の
部
分
〉
）

「
六
」
の
朱
書
を
加
え
る
。

Hosei University Repository



２３新発見資料・ボス ン災術館所蔵「献英襖11$鱗」に|１０する調査報告

（
８
）
紫
地
松
月
観
世
水
模
様
長
絹
（
Ｂ
面
一
四
折
裏
に
前
而
図
、
一
五
折
表
に
背
面
図
、
一
五
折
喪
～
一
六
折
表
に
部
分
図
〈
五
紋
の
部
分
〉
、
二

○
折
裏
～
一
二
折
表
に
部
分
図
〈
裾
の
部
分
〉
）

・
前
面
図
表
面
に
「
紫
松
二
流
月
長
絹
前
」
の
墨
書
あ
り
。
ま
た
図
中
に
「
地
紫
表
」
の
墨
書
あ
り
。

・
背
面
図
表
面
に
「
紫
松
二
流
月
長
紺
後
」
の
墨
書
あ
り
。
ま
た
図
中
に
「
地
紫
表
」
の
墨
書
あ
り
。

・
部
分
図
〈
五
紋
の
部
分
〉
表
面
に
「
紫
松
二
流
月
長
絹
」
の
墨
書
あ
り
。
ま
た
図
中
に
「
地
紫
」
「
常
色
金
」
「
同
色
吉
金
」
の
墨
普
あ
り
。

（
７
）
紫
地
秋
草
桜
草
模
様
長
絹
（
Ａ
面
一
九
折
表
に
左
前
面
図
、
二
一
折
裂
に
背
面
図
）

・
左
前
面
図
表
面
に
「
紫
ほ
ら
地
大
紋
金
秋
草
桜
艸
長
絹
／
上
二
同
」
の
墨
書
あ
り
。

・
背
面
図
表
面
に
「
紫
ほ
ら
地
大
紋
金
秋
草
桜
艸
長
絹
／
天
保
十
三
寅
年
／
清
水
中
納
言
様
於
御
本
丸
吉
野
静
御
能
被
遊
候
節
御
拝
領
」

の
鵬
沸
あ
り
。
ま
た
図
中
に
「
地
紫
／
紋
金
」
の
墨
書
あ
り
。

・
部
分
図
〈
背
上
方
の
部
分
〉
表
面
は
記
述
な
し
。
裏
面
に
「
二
」
（
墨
で
消
す
）
、
「
む
ら
き
き
地
波
一
一
松
大
紋
波
二
帆
遠
舟
長
絹
／
正
徳

瓦
未
年
九
月
Ⅱ
六
日
神
田
橋
御
能
／
出
来
宝
生
弥
五
郎
よ
り
蒜
出
」
の
墨
書
あ
り
。
ま
た
「
献
英
模
圃
書
記
」
の
朱
印
を
捺
し
、

「
葉
」
と
蝿
替
し
、
「
八
」
の
米
排
を
加
え
る
。

・
前
面
図
表
面
に
恵

取
」
の
墨
書
あ
り
。

・
背
而
図
表
面
に
「
⑯
二
／
む
ら
さ
き
地
波
二
松
大
紋
波
二
帆
遠
舟
長
紺
／
正
徳
五
未
年
九
月
什
六
日
神
田
橋
御
能
被
成
／
秀
山
地
取
」

の
鍋
諜
あ
り
。

「
樋
二
／
む
ら
さ
き
地
波
二
松
大
紋
波
二
帆
遠
舟
長
組
前
／
正
徳
五
未
年
九
月
Ⅱ
六
日
神
田
橋
御
能
被
成
秀
川
地
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2４ 

（
型
白
地
牡
丹
菊
唐
草
模
様
舞
衣
（
Ａ
而
一
折
裂
～
二
折
表
に
部
分
図
、
七
折
裏
に
前
面
図
、
八
折
表
に
背
面
図
）

・
部
分
図
表
面
に
「
白
地
金
牡
丹
菊
花
之
丸
唐
草
舞
衣
」
の
墨
書
あ
り
。
裏
面
に
「
白
地
金
牡
丹
菊
花
之
丸
唐
草
舞
衣
宝
生
弥
五
郎
着

（
Ｕ
紫
地
栫
立
木
模
様
長
紺
（
Ｂ
面
一
八
折
裏
に
背
而
図
、
一
九
折
表
に
左
前
身
図
）

・
背
面
図
表
面
に
「
紗
地
紫
大
紋
椿
立
木
裾
花
つ
な
き
長
紺
後
口
之
圖
宝
生
」
「
源
氏
供
養

・
左
前
身
図
表
面
に
「
紗
地
紫
大
紋
椿
立
木
裾
花
っ
な
き
長
絹
」
「
文
化
元
甲
子
年
十
月
出
来

（
、
）
染
分
地
秋
草
尾
長
烏
模
様
長
紺
（
Ｂ
面
一
八
折
表
に
背
面
図
、
東
京
国
立
博
物
館
本
・
第
四
染
に
前
面
図
と
房
の
図
あ
り
）

・
背
面
図
表
而
に
「
圏
花
鳥
長
絹
／
頼
徳
／
有
馬
家
好
に
て
／
草
子
乱
調
子
に
／
用
ゆ
／
叢
生
大
夫
友
干
」
の
鍛
諜
あ
り
。
ま
た
図
中
に

寸
法
を
記
す
。

（
９
）
紅
地
鳥
兜
楽
器
模
様
長
紺
（
Ｂ
面
一
六
折
裏
に
背
面
図
、
一
九
折
襲
～
二
○
折
表
に
前
面
図
）

・
背
面
図
表
面
に
「
ほ
ら
織
立
紅
地
宝
生
大
夫
家
ノ
形
」
の
鍛
諜
あ
り
。

・
前
面
図
表
面
に
「
ほ
ら
織
紅
地
宝
生
大
夫
家
ノ
形
」
の
墨
書
あ
り
。

袈
而
に
「
紫
松
一
一
流
月
長
紺
宝
生
大
夫
家
之
形
」
の
墨
書
あ
り
。
ま
た
「
献
英
椣
圃
書
記
」
の
朱
印
を
捺
し
、
一
文
字
消
し
て

「
葉
」
と
蝿
謝
し
、
「
二
」
の
朱
謝
を
加
え
る
。

・
部
分
図
〈
裾
の
部
分
〉
表
面
に
「
紫
松
二
流
月
長
絹
」
」
の
墨
書
あ
り
。
ま
た
図
中
に
「
地
紫
」
「
色
吉
金
□
」
と
墨
書
す
る
。

舞
入
候
節
」
の
墨
書
あ
り
。

宝
生
」
の
墨
書
あ
り
。
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（
週
）
紫
地
綾
杉
楽
器
模
様
唐
織
（
Ａ
面
一
二
折
裂
～
一
三
折
表
に
部
分
図
〈
背
面
右
袖
の
部
分
〉
、
一
三
折
裏
～
一
四
折
表
に
部
分
図
〈
背
面
右
肩
部

分
〉
、
一
四
折
裏
～
一
五
折
衷
に
部
分
図
〈
背
面
右
脇
部
分
〉
、
一
五
折
裏
～
一
六
折
表
に
部
分
図
〈
背
面
右
裾
部
分
〉
、
一
六
折
裏
に
背
面
図
）
部
分

図
〈
脊
而
右
袖
の
部
分
〉
衣
而
に
「
紫
地
楽
器
縫
補
（
膿
で
消
す
）
噛
織
／
天
保
二
卯
年
十
月
」
の
鍛
普
あ
り
。

・
部
分
図
〈
背
面
右
Ｍ
部
分
〉
表
面
に
記
述
雌
し
。
裏
面
に
「
紫
地
楽
器
縫
箔
」
の
墨
普
あ
り
。
ま
た
「
献
英
椣
圃
普
記
」
の
朱
印
を
捺
し
、

「
答
」
の
墨
書
と
「
二
」
の
朱
書
を
加
え
る
。

・
部
分
図
〈
背
面
右
脇
部
分
〉
は
記
述
無
し
。

・
部
分
図
〈
背
面
右
裾
部
分
〉
表
面
に
は
「
天
保
二
卯
年
十
月
十
五
日
／
近
藤
雍
慎
篇
」
の
墨
諜
あ
り
。
裏
面
に
「
紫
地
楽
器
縫
箔
」
の
墨

諜
あ
り
。
ま
た
「
献
英
機
岡
諜
記
」
の
朱
印
を
捺
し
、
「
答
」
の
蝿
脅
と
「
二
」
の
朱
書
を
加
え
る
。

・
背
面
図
に
「
紫
地
楽
器
縫
／
袈
紅
ユ
ル
シ
」
「
天
保
二
卯
年
十
一
月
／
雍
慎
潟
」
の
鵬
杏
あ
り
。

、
）
紅
地
団
扇
花
丸
藤
棚
模
様
縫
箔
（
Ａ
面
一
七
折
表
に
前
面
図
、
一
七
折
裂
に
背
面
図
、
一
八
折
表
～
一
八
折
裏
に
部
分
図
〈
袖
の
部
分
〉
、
Ｂ

面
「
貼
り
合
わ
せ
模
写
図
２
」
に
部
分
図
〈
左
前
身
頃
裾
の
部
分
ご

・
前
面
図
表
面
に
「
宝
生
大
夫
家
之
形
／
上
丸
尽
し
金
琴
柱
／
下
藤
棚
／
縫
箔
全
岡
／
裏
緋
ゆ
る
し
／
緋
殿
子
／
糯
子
論
子
ニ
テ
モ
□

□
／
文
化
十
四
孔
年
三
月
御
写
被
成
」
の
墨
普
あ
り
。

川
」
の
雛
耕
あ
り
。
ま
た
「
献
英
概
側
諜
記
」
の
朱
印
を
捺
し
、
「
異
」
の
塾
普
と
「
こ
の
朱
普
を
加
え
る
。

・
前
耐
図
表
面
に
「
白
地
金
牡
丹
菊
花
之
丸
唐
草
舞
衣
／
文
化
六
年
巳
と
し
九
月
仕
立
／
齊
生
」
の
墨
普
あ
り
。

・
背
面
図
表
面
に
「
白
地
金
牡
丹
菊
花
之
丸
唐
草
舞
衣
／
文
化
六
年
巳
と
し
九
月
仕
立
／
賓
生
」
の
墨
書
あ
り
。
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（
坊
）
白
地
霞
巴
紋
散
ら
し
模
様
腰
帯
二
七
折
裏
に
部
分
図
）

・
表
面
に
「
ｅ
古
白
地
霞
巴
散
／
賓
生
／
弱
法
師
／
腰
帯
」
の
墨
書
あ
り
。
ま
た
図
の
横
に
「
地
白
巴
茶
糸
ヌ
ヒ
霞
ス
リ
コ
ミ
ク
マ
同

（
応
）
水
色
地
雲
花
輪
達
模
様
縫
箔
（
Ａ
面
一
九
折
表
に
前
面
図
、
二
○
折
表
に
背
面
図
、
二
○
折
裏
～
二
一
折
表
に
部
分
図
〈
右
前
袖
の
部
分
〉
）

・
前
面
図
表
面
に
「
花
色
千
筋
雲
や
り
花
輪
違
」
の
墨
書
あ
り
。

・
表
面
に
「
ｅ
古
白
地
霞
、

ス
リ
コ
ミ
」
の
鵠
替
あ
り
。

・
部
分
図
〈
右
前
袖
の
部
分
〉
表
面
に
「
花
色
千
筋
雲
や
り
花
輪
連
央
緋
ユ
ル
シ
宝
生
大
夫
家
之
形
」
の
墨
書
あ
り
。
裏
面
に
も
記
述

が
あ
る
が
、
模
写
図
が
台
紙
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
解
読
で
き
な
い
。

・
前
面
図
表
面
に
「
花
“

・
背
而
図
に
記
述
無
し
。

・
部
分
図
〈
左
前
頃
裾
の
部
分
〉
表
面
に
記
述
無
し
。
裂
而
に
「
宝
生
流
家
之
形
／
縫
箔
／
緋
椴
子
／
全
図
別
一
一
有
之
／
五
枚
之
内
（
朱
で

消
す
こ
の
墨
杏
あ
り
。
ま
た
「
献
英
椣
側
書
記
」
の
朱
印
を
捺
し
、
「
率
」
を
朱
で
消
し
、
「
裳
」
と
墨
普
し
、
「
廿
こ
を
鵬
で
消
し
、

「
四
」
と
朱
書
す
る
。

・
背
面
図
表
面
に
「
同
後
口
」
「
宝
生
流
家
ノ
形
／
縫
箔
緋
殿
子
繍
子
倫
子
一
一
而
□
□
／
上
丸
尽
し
金
琴
柱
／
下
タ
藤
棚
／
襲
緋
ゆ

る
し
」
の
墨
書
あ
り
。
裏
面
に
「
宝
生
流
家
之
形
／
上
丸
尽
し
金
琴
柱
／
下
夕
藤
棚
／
縫
箔
全
圃
五
枚
之
内
／
緋
殿
子
／
糯
子
総

子
二
而
モ
被
□
□
／
裏
緋
ゆ
る
し
／
文
化
十
四
丑
年
三
月
写
し
被
成
」
の
墨
書
あ
り
。
ま
た
「
献
英
櫻
圏
書
記
」
の
朱
印
を
捺
し
、

「
率
」
を
朱
で
消
し
、
「
裳
」
と
墨
書
し
、
「
十
七
」
を
墨
で
消
し
、
「
三
」
と
朱
書
す
る
。

・
部
分
図
〈
袖
の
部
分
〉
記
述
な
し
。
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模
写
図
と
記
述
等
に
関
す
る
考
察

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
に
模
写
図
が
収
録
さ
れ
て
い
る
能
装
束
は
、
総
計
一
六
点
の
う
ち
、
長
絹
が
二
点
と
最
も
多
く
、
そ
の
ほ
か
舞

衣
一
点
、
縫
箱
二
点
、
唐
織
一
点
、
腰
帯
一
点
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
種
別
不
明
の
図
案
も
一
件
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
「
染
分
地
秋

（
Ⅳ
）
梅
鶴
図
案
（
Ｂ
而
一
折
裏
～
二
折
表
、
二
折
裏
～
三
折
表
、
三
折
裂
～
四
折
表
、
四
折
裏
～
五
折
襲
、
六
折
表
、
六
折
裏
～
七
折
表
、
七
折
裂

～
九
折
表
、
九
折
裏
～
一
一
折
表
、
一
一
折
袈
～
一
三
折
表
、
一
三
折
襲
～
一
四
折
表
に
部
分
図
）

～
九
折
表
、
九
折
裏
～
一

・
部
分
図
（
１
）
記
述
無
し
。

・
部
分
図
（
２
）
記
述
無
し
。

・
部
分
図
（
３
）
記
述
無
し
。

・
部
分
図
（
４
）
表
面
仁
で

・
部
分
図
（
５
）
記
述
無
し
。

・
部
分
図
（
６
）
表
面
に
戸

，
部
分
図
（
７
）
表
面
に
戸

・
部
分
図
（
８
）
表
而
に
戸

・
部
分
図
（
９
）
表
面
に
豆

・
部
分
図
（
加
）
表
耐
に
ア

・
部
分
図
（
ｕ
表
面
に
「
フ

・
部
分
図
（
皿
）
表
而
に
ア 「
り
」
の
鴎
書
あ
り
。

「
ぬ
」
の
墨
書
あ
り
。

「
に
」
の
墨
書
あ
り
。

「
ほ
」
の
墨
書
あ
り
。

「
ち
」
の
墨
諜
あ
り
。

「
る
」
の
蝿
耕
あ
り
。

「
を
」
の
墨
諜
あ
り
。

戸

と
1－－ 

の
蝿
普
あ
り
。
ま
た
図
中
に
「
ア
サ
キ
」
「
白
」
と
薄
墨
で
記
す
。
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草
尾
長
鳥
模
様
長
絹
」
（
図
７
．
作
品
番
号
Ｕ
は
、
東
京
国
立
博
物
館
本
・
第
四
集
に
前
面
図
（
図
８
・
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
第
五
五
七
号
所

救
、
作
品
瀞
号
型
と
房
の
図
が
見
ら
れ
、
表
紙
は
失
わ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
前
述
の
仕
様
上
の
共
通
性
と
合
わ
せ
て
、
ボ
ス
ト
ン
美
術

館
本
が
確
か
に
他
の
二
本
と
あ
る
時
期
ま
で
と
も
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
で
、
東
京
国
立
博
物
館
本
の
う
ち
の
三
冊
、
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
本
の
う
ち
の
一
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る
能
装
束
九
六
点
の
内
訳
を
見

て
み
る
と
、
小
袖
も
の
が
総
計
五
四
点
と
多
く
、
そ
の
う
ち
廓
織
は
二
四
点
、
厚
板
は
六
点
、
厚
板
唐
織
は
三
点
、
縫
箔
は
一
二
点
、
摺

箔
九
点
を
占
め
る
。
一
方
、
大
袖
も
の
は
総
計
六
点
と
少
な
く
、
こ
の
中
に
は
狩
衣
四
点
、
水
衣
一
点
、
長
絹
一
点
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
他
、
大
口
一
点
、
角
帽
子
一
点
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
帯
類
は
腰
帯
一
六
点
、
髭
捗
一
八
点
、
総
計
三
四
点
と
数
が
多
い
。

こ
れ
ら
に
比
較
す
る
と
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
で
は
大
袖
も
の
の
占
め
る
割
合
が
大
き
い
こ
と
が
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
。
ま
た
来

京
国
立
博
物
館
本
・
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
本
・
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
の
三
本
を
合
わ
せ
る
と
、
装
束
の
種
類
と
し
て
は
、
小
袖
も
の
で
は
唐
織

一
一
五
点
・
縫
箔
一
四
点
・
摺
箔
九
点
・
厚
板
六
点
・
厚
板
唐
織
三
点
、
大
袖
も
の
で
は
狩
衣
四
点
・
長
絹
一
二
点
・
舞
衣
一
点
・
水
衣
一

点
、
袴
類
で
は
大
川
一
点
、
そ
の
他
角
帆
子
雫
点
・
腰
帯
一
七
点
・
趣
滞
一
八
点
と
な
る
が
、
小
袖
も
の
に
熨
斗
Ⅱ
、
大
袖
も
の
に
法

被
・
側
次
、
袴
類
に
半
切
な
ど
能
装
束
と
し
て
主
要
な
も
の
の
一
部
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
一
献
英
襖
識
畿
」
が
現
存
す
る
三
本
以
外
に
も
存
在
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
次
に
、
模
写

図
の
貼
り
込
み
の
順
序
及
び
三
本
の
模
写
図
収
録
の
相
互
関
係
な
ど
か
ら
、
川
安
家
で
模
写
図
が
台
紙
に
貼
り
込
ま
れ
た
経
紳
と
馴
情
に

「
献
英
棋
識
叢
」
に
貼
り
こ
ま
れ
た
能
装
束
の
模
写
図
は
、
前
面
図
・
背
面
図
と
部
分
図
か
ら
な
る
が
、
現
状
で
は
個
々
の
装
束
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
三
櫛
を
完
備
す
る
も
の
と
、
こ
の
う
ち
の
一
つ
あ
る
い
は
二
つ
の
み
見
ら
れ
る
も
の
と
が
あ
る
。
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本

に
収
録
さ
れ
て
い
る
能
装
束
一
六
点
に
関
し
て
は
、
三
種
を
完
備
す
る
も
の
七
点
、
前
面
図
と
背
面
図
を
持
つ
も
の
三
点
、
前
面
図
と
部

つ
い
て
、
少
々
考
え
て
み
た
い
。
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分
図
を
持
つ
も
の
－
点
、
背
面
図
と
部
分
図
を
持
つ
も
の
－
点
、
部
分
図
だ
け
の
も
の
四
点
と
い
う
内
訳
に
な
る
。

東
京
国
立
博
物
館
本
と
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
本
に
収
録
さ
れ
た
九
六
点
の
能
装
束
の
う
ち
、
東
京
国
立
博
物
館
本
と
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
本
に
図

が
分
か
れ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
は
七
点
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
東
京
国
立
博
物
館
本
で
は
「
初
集
」
、
ク
レ
ッ
ト
マ

ン
本
で
は
「
献
英
襖
謹
叢
績
編
二
」
の
題
菱
を
持
つ
一
冊
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
東
京
国
立
博
物
館
本
に
お
い
て
は
一
つ
の
装
束
図
が
い
く

つ
か
の
架
に
分
か
れ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
例
は
な
い
。
た
だ
し
両
本
所
戦
の
能
装
束
の
模
写
図
も
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
に
見
ら
れ
る
の

と
同
じ
く
、
三
種
を
完
備
す
る
も
の
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
三
本
以
外
に
も
未
発
見
の
「
献
英
模
壷
叢
」
が
何
冊
か

存
在
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

更
に
、
同
一
冊
に
三
極
の
模
写
図
が
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
場
合
に
も
、
こ
れ
ら
が
ひ
と
ま
と
ま
り
に
な
っ
て
続
い
た
折
（
ペ
ー
ジ
）
に
貼

り
込
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
各
図
が
離
れ
た
折
（
ペ
ー
ジ
）
に
貼
ら
れ
て
い
た
り
、
ま
た
ひ
と
ま
と
ま
り
で
あ
る
場
合
に
も
、
こ
れ

ら
に
例
え
ば
前
面
図
・
背
面
図
・
部
分
図
と
い
っ
た
よ
う
な
図
の
順
序
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
雑
本
的
に
は
模
写
図
は
各
作
品
ご
と
に
同
一
冊
に
貼
り
込
も
う
と
意
図
さ
れ
て
は
い
る
が
、
事
前
に
模
写
図
を
装
束

の
種
類
ご
と
や
、
個
々
の
装
束
ご
と
に
ま
と
め
た
り
、
ま
た
そ
の
中
で
も
図
の
順
序
を
考
慮
し
た
り
と
い
っ
た
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
「
献
英
棋
遜
叢
」
の
制
作
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
な
経
緯
が
想
像
さ
れ
る
。

お
そ
ら
く
何
年
間
か
に
わ
た
っ
て
（
文
政
七
年
頃
か
ら
天
保
三
年
頃
に
か
け
て
）
描
き
集
め
ら
れ
、
あ
る
時
期
ま
で
整
理
さ
れ
ず
に
そ
の
ま

ま
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
れ
ら
の
模
写
図
は
、
何
ら
か
の
理
由
で
急
避
台
紙
に
貼
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
際
、
比
較
的
急
い
で
作

業
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
果
た
し
て
、
こ
れ
ら
の
模
写
図
は
何
ゆ
え
に
制
作
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の
模
写
が
行
わ
れ
た
文
政
か
ら
天
保
頃
は
、
一
般
的
に
様
々
な
古
物
の
模
写
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
博
物
学
も
盛
ん
に
な
っ
た
時

期
で
あ
り
、
能
装
束
以
外
に
収
録
さ
れ
て
い
る
模
写
図
全
体
を
概
観
す
る
限
り
、
「
献
英
棲
謹
叢
」
も
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
よ
う
に
見
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御
拝
領
」

ま
た
そ
の
他
い
く
つ
か
の
も
の
は
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
所
栽
「
紅
地
震
萩
模
様
長
絹
」
（
作
品
瀞
号
４
）
に
「
神
門
御
蔵
／
紋
金
白
糸

霞
織
立
長
絹
」
、
東
京
国
立
博
物
館
本
所
戦
「
紺
地
菊
篭
目
模
様
摺
箔
」
（
同
前
、
作
品
番
号
理
に
「
神
田
様
御
装
束
／
紺
地
菊
龍
目
摺

箔
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
明
ら
か
に
一
橋
家
に
お
い
て
模
写
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
一
橋
家
所
蔵
の
能
装
束
を
模
写
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
更
に
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
に
は
、
清
水
家
所
蔵
の
能
装
束
を
模
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
作
品
も
あ
り
、
「
紫
地
秋
草
桜
草
模
様

長
絹
」
（
作
品
番
号
、
）
に
は
「
紫
ほ
ら
地
大
紋
金
秋
草
桜
艸
長
絹
／
天
保
十
三
寅
年
／
清
水
中
納
言
様
於
御
本
丸
吉
野
静
御
能
被
遊
候
節

見
ら
れ
る
。

え
る
。
し
か
し
能
装
束
に
関
し
て
は
、
原
寸
大
の
部
分
図
が
多
く
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
各
部
に
怯
趾
や
色
名
を
醤
き
込
ん
だ
も
の

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
が
単
な
る
教
養
的
な
模
写
図
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
実
用
的
な
目
的
を
持
つ
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。

能
装
束
の
模
写
図
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
様
々
な
内
容
を
記
し
た
墨
普
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
記
述
か
ら
は
、
収
録
さ
れ
て
い
る
装
束
の

多
く
は
宝
生
流
の
形
に
則
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
数
点
に
つ
い
て
は
宝
生
大
夫
所
持
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
、
ボ
ス
ト
ン
美

術
館
本
所
収
の
模
写
図
に
は
、
「
文
化
元
年
四
月
廿
八
日
神
Ⅲ
橋
而
拝
領
／
萌
黄
薄
露
玉
長
絹
／
宝
生
大
夫
蔵
」
「
④
白
地
金
牡
丹
菊
花
之

丸
唐
草
灘
衣
／
文
化
六
年
巳
と
し
九
月
仕
立
／
衡
生
」
「
文
化
元
甲
子
年
十
月
出
来
宝
生
」
な
ど
の
墨
書
が
見
え
、
こ
れ
ら
は
明
ら
か

に
宝
生
大
夫
所
持
の
能
装
束
を
模
写
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
こ
の
ほ
か
東
京
国
立
博
物
館
本
・
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
本
に
も
同
様
の
記

述
が
見
ら
れ
、
例
え
ば
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
本
所
紋
の
「
赤
白
段
麻
葉
菊
模
様
唐
織
」
（
同
前
、
作
品
番
号
卯
）
に
は
、
「
正
徳
六
年
申
壬
二
月
廿

五
日
御
祝
儀
御
能
之
節
拝
領
／
赤
白
麻
ノ
葉
菊
唐
織
宝
生
太
夫
蔵
／
文
政
十
一
子
四
月
廿
日
雲
満
写
」
の
記
述
、
東
京
国
立
博
物

館
本
所
収
の
「
白
地
御
箙
楓
模
様
唐
織
」
（
図
９
．
同
前
、
作
品
番
号
Ｕ
に
は
「
白
地
金
御
餓
楓
／
唐
織
／
宝
生
太
夫
所
持
」
の
記
述
が

す
べ
て
で
は
な
い
ま
で
も
模
写
図
の
多
く
が
、
江
戸
時
代
後
期
に
、
将
軍
家
及
び
そ
の
親
戚
筋
に
あ
た
る
一
橋
家
・
田
安
家
・
清
水
家

の
騒
書
が
見
ら
れ
る
。
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国
立
博
物
館
本
以
下
三
本
の
「
献
英
棋
避
叢
・
’
に
収
録
さ
れ
て
い
る

能
装
束
の
総
数
や
、
各
種
別
そ
れ
ぞ
れ
の
数
は
、
大
名
家
所
蔵
の
能
装
束
の
数
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
能
楽
宗
家
所
持
の
装
束
と

し
て
も
比
較
的
数
が
少
な
い
と
い
え
る
。
そ
の
こ
と
が
「
献
英
槻
搬
叢
」
の
他
本
の
存
在
を
予
想
さ
せ
る
と
し
て
も
、
詳
細
な
原
寸
大
部

分
図
の
存
在
や
、
装
束
に
よ
っ
て
は
一
領
の
い
く
つ
も
の
部
分
を
執
勤
に
模
写
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
能
装
束
の
「
写
し
」

（
模
造
）
を
作
る
た
め
の
下
絵
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

能
楽
宗
家
が
所
有
す
る
本
歌
を
模
造
し
て
「
写
し
」
を
作
る
こ
と
は
能
面
に
お
い
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
能
装
束

に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
代
し
ば
し
ば
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
る
が
、
江
戸
時
代
に
も
そ
れ

は
同
じ
で
あ
っ
て
、
新
規
に
装
束
を
調
製
す
る
ほ
か
、
「
写
し
」
が
作
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
際
に
は
宗
家
の
本
歌
を
忠
実
に
写
す

こ
と
が
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
所
収
の
「
紅
地
団
扇
花
丸
藤
棚
模
様
縫
箔
」
（
作
品
番
号
Ｕ
に
「
宝
生
大
夫
家
之
形

に
よ
っ
て
特
に
引
き
立
て
ら
れ
て
い
た
宝
生
大
夫
所
持
の
能
装
束
を

ｊ
 

叢

写
し
た
も
の
、
あ
る
い
は
そ
の
流
派
を
支
持
す
る
一
橋
家
・
清
水
家

駐．
」
’
Ｊ

椣英
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
ご
く
自
然
な
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
恩
わ
れ

戯ｒ
 

る
。

本
７

館
訴
と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
の
模
写
図
が
、
江
戸
城
に
お
け
る
減
能
の
機
会

辨辮を多く待っていた宝生家や、その際に使用される装束を賛
（
雄
３
）

祠
坐
Ⅷ
し
出
し
た
と
も
い
わ
れ
る
一
橋
家
の
能
装
束
を
中
心
に
模
写
し
た
も

束
同
の
で
あ
っ
た
と
し
て
、
田
安
家
が
こ
れ
ら
の
家
に
絵
師
を
派
過
し
、

９
 

図
そ
れ
ら
の
能
装
束
を
模
写
さ
せ
た
目
的
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
東
京
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／
上
丸
尽
し
金
琴
柱
／
下
藤
棚
／
縫
箔
全
圖
／
袈
緋
ゆ
る
し
／
緋
殿
子
／
糯
子
論
子
ニ
テ
モ
□
□
／
文
化
十
四
丑
年
三
月
御
写
被
成
」

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
東
京
国
立
博
物
館
本
所
収
の
「
白
輪
子
地
唐
草
模
様
摺
箔
」
（
同
前
、
作
品
番
号
び
に
「
宝
生
大
夫
家
ノ
形

／
地
白
総
子
唐
蹴
金
銀
捌
茄
文
政
三
艇
辰
十
二
月
Ⅱ
八
日
御
轍
矧
二
相
成
ル
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
は
、
一
橘
家
あ
る
い
は
田

安
家
で
そ
う
し
た
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

江
戸
時
代
、
幕
府
は
能
を
式
楽
と
し
て
武
家
儀
礼
の
中
心
に
位
置
づ
け
た
。
正
月
の
謡
初
、
公
家
衆
饗
応
能
、
将
躯
宣
下
能
、
御
成
能

な
ど
、
聯
府
の
年
中
行
小
や
儀
礼
の
際
に
行
わ
れ
た
能
が
そ
れ
で
あ
る
。
「
献
英
椣
班
叢
」
所
収
の
能
装
束
図
に
付
記
さ
れ
た
記
述
に
も
、

そ
れ
ら
の
能
装
束
が
そ
う
し
た
機
会
に
使
用
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
拝
領
し
た
こ
と
を
記
す
も
の
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
幕
府
は
、
観
世

を
筆
頭
に
五
座
の
大
夫
を
徳
川
家
直
属
の
能
役
者
と
し
俸
禄
与
え
た
が
、
各
大
名
も
こ
れ
に
な
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
城
内
や
邸
内
に
能
舞
台

を
補
え
、
各
流
の
能
楽
師
を
雁
川
し
て
藩
主
自
ら
演
能
に
励
む
こ
と
と
な
り
、
必
然
的
に
そ
れ
に
必
要
な
装
束
類
も
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

「
献
英
櫻
護
叢
」
が
作
ら
れ
た
田
安
家
に
は
、
江
戸
時
代
、
「
織
殿
」
と
呼
ば
れ
た
工
房
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
安
永
五
年
九
月
十
八
日
、

江
戸
城
に
お
け
る
奥
能
で
将
軍
家
治
が
「
石
橋
」
を
舞
っ
た
時
に
蒜
用
し
た
厚
板
・
法
被
・
半
切
も
こ
こ
で
制
作
さ
れ
た
と
い
う
記
録
が
、

（
雌
Ｉ
〉

川
安
家
の
史
諜
一
．
川
藩
邸
実
」
に
見
ら
れ
る
と
い
う
。
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
の
津
村
正
恭
著
「
諏
海
」
に
も
、
「
ま
た
西
陣
の
織
屋
の

女
を
召
下
し
、
邸
中
に
て
織
物
を
お
ら
せ
、
堀
川
の
染
物
す
る
女
を
も
召
れ
て
、
機
の
模
様
こ
の
み
染
き
せ
玉
ひ
、
京
都
の
女
工
を
そ
の

ま
、
江
戸
に
て
鋼
じ
さ
せ
玉
へ
り
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
邸
内
に
京
都
か
ら
女
の
織
職
人
や
染
職
人
を
呼
び
寄
せ
、
住
み
込
み
で
そ
れ
ら

の
制
作
に
当
た
ら
せ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
実
際
に
能
装
束
を
制
作
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

田
安
家
二
代
治
察
は
観
世
大
夫
を
後
援
し
た
が
、
若
く
し
て
な
く
な
る
と
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
三
代
当
主
と
し
て
一
橋
家
か
ら
斉

匡
が
入
っ
た
。
江
戸
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
一
橋
家
の
能
指
南
役
は
宝
兆
九
郎
友
勝
（
寛
政
四
年
〈
一
七
九
三
〉
没
）
・
弥
五
郎
英
勝

（
文
化
八
年
〈
一
八
一
二
〉
没
）
・
弥
五
郎
友
子
（
文
久
三
年
〈
一
八
六
二
〉
没
）
で
あ
り
、
斉
匡
も
宝
生
流
と
繋
が
り
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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四
代
斉
荘
も
一
橘
家
出
身
の
将
噸
家
斉
の
三
男
で
あ
り
、
以
後
田
安
家
で
は
宝
生
大
夫
と
の
関
係
が
深
ま
り
、
幕
末
ま
で
観
世
大
夫
と
宝

生
大
夫
が
と
も
に
川
安
家
の
御
用
を
勤
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

同
時
期
、
将
軍
家
で
も
一
橋
家
出
身
の
家
斉
と
そ
の
子
家
慶
も
宝
生
流
を
学
ん
で
い
た
か
ら
、
前
記
の
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
、
田
安
家

で
は
、
江
戸
城
で
の
波
能
及
び
そ
の
他
の
減
能
に
使
川
す
る
能
装
束
の
制
作
の
た
め
と
、
将
施
家
の
流
派
で
あ
る
宝
生
流
に
従
お
う
と
す

る
た
め
に
、
後
の
「
写
し
」
（
模
造
）
制
作
の
際
の
参
考
と
し
て
宝
生
流
の
能
装
束
を
模
写
さ
せ
、
か
つ
そ
の
装
束
に
関
す
る
聞
き
書
き
を

さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
東
京
国
立
博
物
航
本
所
収
の
黒
紅
地
牡
丹
紅
葉
模
様
唐
織
（
作
品
番
号
泥
）
の
前
面
半
身
図
に
は
「
黒
紅
地
牡
丹
紅
葉
い
ろ
い
ろ

色
糸
脚
織
／
文
政
Ⅲ
年
二
月
Ⅱ
二
Ⅱ
／
公
家
衆
京
向
御
能
之
節
宝
化
大
夫
被
□
下
候
唐
織
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
唐
織
が
文
政
四
年

三
月
Ⅱ
二
日
の
公
家
衆
饗
応
能
の
節
に
宝
生
大
夫
に
下
賜
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
ほ
か
、
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
本
所
収
の
「
黒
締

子
地
立
川
蝋
喪
他
丸
模
様
継
術
」
（
Ｎ
ｍ
・
何
川
、
作
州
帯
陽
妬
）
は
、
前
川
図
に
「
黒
繍
子
、
立
汕
唯
姿
丸
龍
縫
箔
／
文
化
元
申
子
年
三

月
出
来
／
宝
生
／
文
政
丁
亥
年
Ｉ
月
廿
三
日
／
一
橋
御
屋
形
二
ｍ
道
成
寺
相
勤
候
節
装
束
／
腰
巻
／
同
年
十
月
什
六
日
玉
讃
寓
之
／
縮

図
二
枚
之
内
」
と
記
す
珊
什
が
見
ら
れ
、
文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
三
月
に
新
調
さ
れ
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
十
月
二
十
三
日
に
宝
生
太

夫
が
一
橋
家
の
屋
敷
で
道
成
寺
を
上
減
し
た
際
に
腰
巻
に
着
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
ほ
か
、
そ
の
三
日
後
の
二
十
六
日
に
は

模
写
図
が
制
作
さ
れ
た
こ
と
も
わ
か
る
。

な
お
、
道
成
寺
の
前
シ
テ
の
使
用
す
る
唐
織
に
は
、
流
派
ご
と
に
異
な
っ
た
決
ま
り
模
様
が
あ
り
、
宝
生
流
は
下
が
り
藤
ま
た
は
雪
持

栫
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
来
京
国
立
博
物
節
水
の
初
集
に
背
面
図
、
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
本
に
三
枚
の
部
分
図
が
収
め
ら
れ
て
い
る
「
紅
地
源

氏
雲
雪
持
椿
模
様
唐
織
」
（
同
前
、
作
品
番
号
３
）
に
も
「
賓
生
流
太
夫
家
形
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
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り
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
と
．
日
述
い
で
あ
る
ほ
か
、
ク
レ
ッ

ト
マ
ン
本
に
は
「
文
政
八
乙
酉
年
三
月
十
五
日
雲
澗
篤
」
と

記
さ
れ
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
と
五
日
違
い
の
も
の
、
東
京
国

立
博
物
餓
本
第
四
集
に
は
「
天
保
三
辰
年
十
月
九
Ⅱ
雛
慎
篤
」

と
記
さ
れ
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
の
約
一
年
後
の
鶚
普
が
兇
ら

絵
師
と
模
写
作
業
に
つ
い
て

「
献
英
襖
避
叢
」
に
貼
り
込
ま
れ
た
模
写
図
に
は
模
写
を

行
っ
た
年
Ⅱ
Ⅱ
と
絵
師
の
潴
前
が
蛾
排
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ

り
、
そ
れ
ら
は
図
の
脇
、
左
右
下
方
に
見
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
で
は
４
図
に
そ
れ
ぞ
れ
「
文
政
八
乙
酉
三

川
Ⅱ
Ⅱ
雲
満
獅
」
「
文
政
↑
一
子
年
／
四
月
十
九
日
静
難

写
」
「
天
保
二
卯
年
十
月
十
五
日
／
近
藤
雍
慎
篇
」
「
天
保
二
卯

年
十
一
月
／
雍
慎
篇
」
の
墨
普
が
見
ら
れ
る
が
、
「
雲
満
」
「
静

辨
」
「
飛
傾
（
ま
た
は
近
膿
難
棋
）
」
の
三
名
と
も
、
他
本
に
も
そ

の
名
が
確
認
さ
れ
る
。

同
一
の
絵
師
に
よ
っ
て
模
写
さ
れ
た
も
の
に
は
そ
の
時
期
が

比
較
的
近
い
も
の
も
兄
ら
れ
、
例
え
ば
来
京
図
立
博
物
館
本
に

「
文
政
十
年
子
四
月
Ⅱ
日
寓
靜
雍
」
と
記
さ
れ
る
も
の
が
あ
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記
号
等
に
つ
い
て

模
写
図
に
は
記
述
の
ほ
か
、
記
号
に
類
す
る
も
の
も
見
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
も
記
し
て
お
き
た
い
。
ボ
ス
ト
ン
美
術
館

本
に
は
文
字
を
○
で
囲
ん
だ
記
号
が
数
種
み
ら
れ
る
が
、
囲
ま
れ
た
文
字
は
「
龍
」
「
め
」
「
一
」
の
三
種
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
龍
」
は

東
京
国
立
博
物
館
本
に
も
見
ら
れ
る
が
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
で
は
こ
れ
が
長
絹
に
付
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
東
京
国
立
博
物
館
本
で

は
摺
箔
に
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
漢
字
を
○
で
囲
ん
だ
も
の
と
し
て
は
、
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
本
所
収
の
唐
織
に
「
秋
」
が
見
ら
れ
る
だ
け

で
あ
る
。
東
京
国
立
博
物
館
本
に
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、
平
仮
名
を
○
で
囲
ん
だ
も
の
で
、
い
ず
れ
も
小
袖
も
の
の
装
束
に
付
さ
れ
て
い

る
が
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
で
は
舞
衣
に
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
数
字
を
○
で
囲
ん
だ
も
の
は
腰
帯
と
鍵
梢
の
み
に
見
ら
れ
る
。

模
写
図
裏
面
に
付
さ
れ
た
記
号
は
、
「
異
」
（
い
）
「
魯
」
（
ろ
）
「
葉
」
（
は
）
な
ど
の
文
字
と
「
一
」
「
三
」
「
四
」
な
ど
の
数
字
を
組
み
合

わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
文
字
、
数
字
と
も
に
も
と
の
一
文
字
を
訂
正
し
て
番
き
な
お
し
た
も
の
も
あ
り
、
も
と
の
数
字
が
二
桁
で
あ
る
の

に
対
し
、
訂
正
後
は
一
桁
の
数
字
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
意
味
も
ま
た
、
前
述
の
○
で
囲
ま
れ
た
文
字
同
様
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

模
写
図
の
貼
り
こ
み
以
前
に
、
一
度
こ
れ
ら
の
整
理
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

れ
る
も
の
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
絵
師
は
任
期
を
も
っ
て
雇
わ
れ
、
集
中
的
に
模
写
作
業
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
東
京
国
立
博
物
館
本
及
び
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
本
に
収
録
さ
れ
て
い
る
前
出
「
紅
地
源
氏
雲
雪
持
椿
模
様
唐
織
」
（
同
前
、
作
品
番
号

３
）
に
関
し
て
は
「
賓
生
流
大
夫
家
形
／
紅
金
源
氏
雲
椿
唐
織
裏
紅
ユ
ル
シ
／
大
雛
形
別
に
御
蔦
之
相
成
有
之
」
（
背
面
図
）
、
「
紅
地
金

源
氏
雲
雪
椿
唐
織
宝
生
大
夫
家
ノ
形
文
政
十
三
寅
年
九
月
五
日
雲
□
篇
」
（
部
分
図
Ｉ
）
、
「
文
政
十
三
責
年
九
月
九
日
」
〈
部
分
図

２
）
、
．
橋
御
蔵
雲
□
篇
」
（
部
分
図
３
）
の
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
複
数
の
日
に
わ
た
っ
て
一
点
の
作
品
の
模
写
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
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以
上
、
東
京
国
立
博
物
館
本
・
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
本
と
比
較
し
な
が
ら
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
の
内
容
を
見
て
き
た
が
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館

本
が
前
記
二
本
と
異
な
る
点
は
、
東
京
国
立
博
物
館
本
・
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
本
に
は
能
装
束
以
外
の
模
写
図
を
収
録
し
た
冊
が
含
ま
れ
て
い

る
の
に
対
し
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
は
能
装
束
の
模
写
図
の
み
を
収
録
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
偶
然
で
は
な
く
、
ボ
ス
ト
ン
美
術

館
本
が
ビ
ゲ
ロ
ウ
に
よ
っ
て
入
手
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
ビ
ゲ
ロ
ウ
は
日
本
の
染
織
品
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
が
、
特
に
武
家
の
文
化
の
一
部
と
も
い
え
る
能
の
装
束
に

は
と
り
わ
け
強
く
興
味
を
引
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
ビ
ゲ
ロ
ウ
が
収
集
し
た
能
装
束
が
一
○
○
点
を
上
回
る
数
に
の
ぼ
り
、

小
袖
類
を
数
倍
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
窺
わ
れ
る
。
ビ
ゲ
ロ
ウ
は
た
ま
た
ま
「
献
英
襖
遜
叢
」
の
こ
の
冊
を
入
手
し
た
の
で
は
な
く
、

内
容
を
承
知
し
て
こ
れ
を
購
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
書
と
と
も
に
木
縮
に
収
め
ら
れ
て
い
た
他
の
冊
子
類
が
い
ず
れ
も
染
織
に
か
か
わ
る
も
の
、
ま
た
は
模
様
・
図
案
に
か
か
わ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ビ
ゲ
ロ
ウ
が
染
織
品
の
実
作
品
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
こ
れ
ら
冊
子
類
を
収
集
し
、
そ
の
中

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
の
特
徴
と
し
て
長
絹
が
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
そ
の
生
地
の
記
述
に
「
ほ
ら
織
」
（
作
品

稀
号
了
紅
地
花
丸
唐
草
模
様
奨
紺
）
、
「
織
立
」
（
作
而
番
号
四
・
紅
地
渡
萩
模
様
長
紺
）
、
「
ぬ
き
群
」
（
作
品
番
号
五
・
紅
地
花
髄
藤
模
様
長
紺
）
、

「
ほ
ら
織
立
」
（
作
品
番
号
九
・
紅
地
鳥
兜
楽
器
模
様
長
紺
）
が
見
ら
れ
る
。
作
品
は
い
ず
れ
も
絹
地
に
金
糸
と
色
緯
で
模
様
を
表
わ
し
た
縫

い
取
り
織
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
絶
を
当
時
「
ほ
ら
（
洞
こ
ま
た
は
「
ほ
ら
織
」
と
呼
ん
だ
こ
と
や
、
色
緯
と
金
糸
を
織
り
込
む
技
法
を
当

時
「
織
立
」
三
緯
）
ぬ
き
稗
」
と
呼
ん
だ
こ
と
が
分
か
る
。

記
述
さ
れ
た
技
法
に
つ
い
て

む
す
び
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で
も
「
獣
英
椣
澁
畿
」
は
す
で
に
収
集
し
て
い
た
能
装
束
と
の
関
連
資
料
と
し
て
購
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

数
は
不
明
な
が
ら
、
今
後
「
献
英
棋
識
叢
」
の
欠
失
し
た
何
冊
か
が
発
見
さ
れ
、
既
存
の
三
本
と
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
江
戸

時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
能
装
束
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
将
軍
家
・
大
名
家
と
能
楽
宗
家
と
の
間

で
、
能
装
束
の
制
作
や
使
用
、
貸
与
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
の
か
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
う
し
た

こ
と
を
側
待
し
な
が
ら
縞
を
閉
じ
た
い
と
思
う
。

な
お
本
研
究
は
、
文
頭
に
記
し
た
科
学
研
究
澱
補
助
金
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

訂
１
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
本
は
、
現
在
、
パ
リ
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
同
本
に
つ
い
て
は
、
西
野
春
雄

「
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
寄
託
「
献
英
棋
搬
磯
」
橘
」
「
国
際
日
本
学
」
第
３
号
（
法
政
大
学
図
際
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
・

平
成
十
七
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

註
２
田
安
家
は
、
徳
川
八
代
将
軍
吉
宗
の
次
男
宗
武
（
一
七
一
五
１
七
一
）
が
、
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
に
江
戸
城
田
安
門
の
新
邸
で

興
し
た
家
。
一
橋
、
清
水
と
と
も
に
御
三
卿
と
呼
ば
れ
る
。

註
３
測
浜
虚
子
「
東
京
の
能
」
「
能
楽
盛
衰
記
」
（
能
楽
会
・
大
正
十
五
年
）
。

註
４
宮
本
圭
造
「
徳
川
家
と
能
ｌ
将
軍
家
・
御
三
家
・
御
三
郷
と
能
の
関
わ
り
Ｉ
」
「
二
○
○
三
年
特
別
展
示
徳
川
家
の
能
」

国
立
能
楽
堂
・
平
成
十
六
年
。

Hosei University Repository


